
社会福祉課 Ｂ
介護福祉課 Ｂ
こども課 Ｂ

社会福祉課

介護福祉課

こども課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●総合相談窓口設置に向け、
関係各課と協議を実施する。

●各課の窓口での相談を整理
して、社会福祉協議会に引き
継ぐ。

●社会福祉協議会が設置する
総合相談窓口に制度の説明資
料を配置する。

介
護
福
祉
課

●関係機関や事業所等に配布
する。

●出前講座や老人福祉セン
ターの老人クラブ大字利用時
に配布する。

●周知方法を検討する。

こ
ど
も
課

●随時対応し、関係機関と定
期的な情報連携を実施する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●社会福祉協議会において、
相談窓口が設置された。必要
に応じて情報共有を行った。

●社会福祉協議会において、
令和元年度より「福祉なんで
も相談窓口」が設置され、福
祉関連の相談内容をとりまと
めた。

●社会福祉協議会との連携を
密にし、それぞれの窓口で福
祉関連の相談を受けた方につ
いて、行政、社会福祉協議会
双方の諸施策を提示し、個々
のケースに応じた対応を行っ
た。

●未定

介
護
福
祉
課

●パンフレットを購入し、窓
口や訪問時に持参した。
●居宅介護事業所へパンフ
レットを配布した。

●新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、老人福祉セン
ターの老人クラブ大字利用が
中止となり、パンフレット配
布が出来なかったが、訪問時
や窓口、出前講座にて配布す
ることができた。

●パンフレットの配布を訪問
時や窓口、出前講座、またコ
ロナワクチン接種会場にて配
布することができた。また、
エンディングノート書き方講
座を実施し、その際に地域包
括支援センターについても説
明した。

●未定

こ
ど
も
課

●関係機関との情報共有ス
キームを構築している。ま
た、園訪問事業によってニー
ズの掘り起こしも実施してい
る。さらなる窓口接遇スキル
の向上を目指す。

●関係機関との情報共有ス
キームを構築している。ま
た、園訪問事業によってニー
ズの掘り起こしも実施してい
る。窓口での相談もあり対応
もしていた。

●関係機関との情報共有ス
キームを構築しているため、
園訪問等によりニーズの把握
に努めている。また窓口での
相談も、パンフレット等を活
用しながら対応していた。

●未定

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる

１　相談支援体制の充実

実績

令和４年度

●社会福祉協議会との連携を密に
し、それぞ
れの窓口で福祉関連の相談を受け
た方について、行政、社会福祉協
議会双方の諸施策を提示し、個々
のケースに応じた対応を行った。

●各園を通じての相談や窓口での
相談も順次対応している。

・窓口における相談体制の充実に向けて、窓口での接遇向上や相談しやすい環境づくりを図るとともに、各関係機関との連携を強化しながら、個々のケースに応じた相談に努めます。

令和４年度

●総合相談窓口の実績を検証し
て、必要に応じ見直しを行う。

社
会
福
祉
課

身近な相談窓口の充実

担当課

基本目標

主要施策

町の取り組み

具体的な内容

社
会
福
祉
課

●出前講座や老人福祉センターの
老人クラブ大字利用時に配布す
る。

●パンフレットの配布を訪問時や
窓口、出前講座で配布している。
アンケート調査では、49.8%の
方が「知らない」と答えているた
め、今後の周知が必要である。

取り組み内容

20-1

●相談内容に応じて関係機関と連携して、必要な場合はケース会議を開く。

●地域包括支援センターを周知する。（パンフレット配布等）。

●各幼稚園、保育園、こども園を窓口として、個々の相談対応を実施する。
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けんこう推進
課・子育て Ｂ
学校支援課 Ａ

けんこう推進課・子育て総合支援課

学校支援課　　　　

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

け
ん
こ
う
推
進
課

学
校
支
援
課

●毎月広報に教育相談に関
する記事を掲載する。ホー
ムページに教育相談に関す
る情報を掲載する。必要に
応じて関係機関と連携す
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

け
ん
こ
う
推
進
課
・
子
育
て

総
合
支
援
課

●月齢に応じた定期的な配
信を実施している。

●各種事業や広報等で相談
窓口の周知を実施した。随
時、電話や来所相談に対応
し、必要に応じて庁内外の
関係機関とも連携した。

●広報や各種事業を通して
相談窓口の周知を実施し
た。電話や来所相談に随時
対応し、必要に応じて産院
や助産院、保育園や幼稚
園、こども園等と連携し
た。毎年度「保健事業のご
案内」を作成し、3月号の
広報紙とともに全戸配布し
ている。

●未定

学
校
支
援
課

●広報、ホームページ等で
周知している。

●広報、ホームページ等で
周知した。
●小学校・中学校を窓口と
して、個々の相談対応を実
施した。

●広報、ホームページ等で
周知した。
●小学校・中学校を窓口と
して、個々の相談対応を実
施した。

●未定

令和４年度
●広報やSNS、各種事業を通
して相談窓口の周知を実施し
た。毎年度「保健事業のご案
内」を作成し、3月号の広報
紙とともに全戸配布してい
る。
●庁内関係部署や庁外関係機
関と事業やケース支援を通じ
て連携した。

●広報、ホームページ等で周
知した。
●小学校・中学校を窓口とし
て、個々の相談対応を実施し
た。

・窓口における相談体制の充実に向けて、窓口での接遇向上や相談しやすい環境づくりを図るとともに、各関係機関との連携を強化しながら、個々のケースに応じた相談に努めます。

令和４年度

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる

１　相談支援体制の充実

身近な相談窓口の充実

20-2

担当課
基本目標

主要施策

町の取り組み

具体的な内容

実績

取り組み内容

●広報やLINE、各種事業を通じて相談窓口の周知をする。相談の随時対応や、必要に応じて関係機関への連絡を継続実施する。

●継続的に毎月広報に予定を掲載する。ホームページのリンク先等を点検していく。

小学校・中学校を窓口として、個々の相談対応を実施する。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●民生・児童委員の顔写真
付きの名刺作成に努めるこ
とで、支援が必要な方が担
当委員を覚えていただける
よう工夫する。

●民生・児童委員の活動内
容を周知するため、啓発物
品の購入を検討する。

●民生・児童委員の活動内
容を周知するため、啓発物
品の購入を検討し、活動の
ＰＲに役立てる。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●民生委員・児童委員の広
報「輪」に顔写真を掲載し
たため顔写真付きの名刺の
作成は見送りとなった。

●啓発物品の購入について
は、在庫による対応となっ
た。

●４か月検診にあわせて行
う「赤ちゃんおめでとう訪
問活動」で絵本を配布した
り、民生委員の日には町内
5校の小学校にファイルと
チラシの配布をするなど、
担当委員の紹介と活動ＰＲ
をすることができた。

●前年度に引き続き、４か
月検診にあわせて行う「赤
ちゃんおめでとう訪問活
動」で絵本を配布したり、
民生委員の日には町内5校
の小学校にファイルとチラ
シの配布をするなど、担当
委員の紹介と活動ＰＲをす
ることができた。また、真
美ヶ丘第２小学校区の区
長・自治会長会と民生委員
協議会で交流会を行い、連
携がとれる関係作りを進め
た。

●未定

進捗 Ｂ

令和４年度
●毎年3月に定期発行してい
る広報「輪」に委員全員の顔
写真を載せることで、地域の
方に認識してもらえた。
●引き続き、町内小学校5校
にファイル、チラシを配布し
た。
●キッズサポーター養成講座
での活動アピールも好評であ
る。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実
身近な相談窓口の充実
・民生委員･児童委員や地域福祉委員、ボランティア団体等と適切な連携をとりながら、支援が必要な人に対する見守り活動を実施するとともに、地域において気軽に相談できる体制の整備を支援します。

令和４年度

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

21

●関係団体が互いの活動事例や活動における課題等を

意見交換する交流会を開催する。
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社会福祉課 Ａ
介護福祉課 Ｂ
こども課 Ｂ

社会福祉課
介護福祉課
こども課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●相談機関や支援機関に繋
がっていない、各課が把握し
ている要支援世帯を洗い出
し、対策を関係各課と協議す
る。

●把握できない要支援者世帯
の把握方法を検討する。

●引き続き、区・自治会や民
生児童委員等の情報を元に要
支援者の把握を行っていく。

介
護
福
祉
課

●講座において介護予防
リーダーへ見守りの必要性
を伝える。

●通いの場における見守り
の必要性について、知識の
普及を図る。

●通いの場での見守り体制
の整備・ルールづくりを行
う。

こ
ど
も
課

●関係機関と定期的な情報連携を
実施する。また、通告などによる
情報提供があれば、各機関に内容
の確認を実施する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●各課が把握した要支援世
帯については、必要に応じ
て関係部署と情報共有を
行っている。

●避難行動要支援者につい
て、行政にて把握できない
方を、区・自治会や民生児
童委員の情報を元に、把握
することができた。

●避難行動要支援者につい
て、行政にて把握できない
方を、区・自治会や民生児
童委員の情報を元に、把握
することができた。

●未定

介
護
福
祉
課

●介護予防リーダーのス
テップアップ講座にて、広
陵町の現状と合わせ、見守
りの必要性を伝えた。

●新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、感染対策
等に注意しながら、「通い
の場通信」の配布や介護予
防リーダーと通いの場代表
者が協力して、参加者を見
守れるように働きかけた。

●KEEP活動報告書などで
気になる参加者の報告があ
り、そのことを全体に周知
し、活動の中で見守り、報
告書などで報告いただく必
要性を伝えた。

●未定

こ
ど
も
課

●関係機関との情報共有ス
キームを構築している。ま
た、園訪問事業によって
ニーズの掘り起こしも実施
している。

●引き続き、関係機関との
情報共有スキームを構築し
ている。また、園訪問事業
によってニーズの掘り起こ
しも実施している。

●引き続き、関係機関との
情報共有スキームを構築し
ている。また、園訪問事業
によってニーズの掘り起こ
しも実施している。

●未定

基本目標

令和４年度
●避難行動要支援者につい
て、行政にて把握できない方
を、区・自治会や民生児童委
員の情報を元に、把握するこ
とができた。

●通いの場でのKEEPの活動
の中で見守り、気になる参加
者がいれば報告いただくよう
周知した。

●引き続き、関係機関との情
報共有スキームを構築してい
る。また、園訪問事業によっ
てニーズの掘り起こしも実施
している。

実績

・相談機関につながらない要支援世帯の早期発見と見守りを行う体制を整備します。
令和４年度

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実
身近な相談窓口の充実

担当課主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

22

●前年度の取り組み実績を検証し、改善点につい

て関係課・関係団体と協議し、解消する。

●通いの場での見守りを実施。

●各幼稚園、保育園、こども園と連携し、早期発見、見守りを行う。
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社会福祉課 Ａ

介護福祉課 Ｂ

こども課 Ｂ

社会福祉課
介護福祉課
こども課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●窓口対応では、必要に応じ
て筆談ボードを使用する。

介
護
福
祉
課

●関係機関や事業所等にパンフ
レットを配布する。

●出前講座や老人福祉センターの老人
クラブ大字利用時にパンフレットを配
布する。

●周知方法を検討する。

こ
ど
も
課

●必要に応じ、あらゆるツー
ルを利用して相談窓口を展開
する。各園、クラブを通じて
相談を受け付ける。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●筆談ボード等を使用し窓口
サービス向上に努めている。

●心の健康相談については常
時、広報にて周知し対応し
た。
●その他の相談についても、
FAXやメールにて随時対応し
た。

●心の健康相談室については
毎月、広報にて周知対応し
た。　　　　　　　●個別に
寄せられるFAXやメールでの
相談についても、受付方法を
限定せずに随時対応した。

●未定

介
護
福
祉
課

●パンフレットを購入し、窓
口にて配布したり訪問時に持
参したり、周知につとめた。
●居宅介護事業所へパンフ
レットを配布した。

●新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、老人福祉セン
ターの老人クラブ大字利用が
中止となり、配布出来なかっ
たが、訪問時や窓口、出前講
座にて配布した。

●パンフレットの配布を訪問
時や窓口、出前講座、またコ
ロナワクチン接種会場にて配
布することができた。また、
エンディングノート書き方講
座を実施し、その際に地域包
括支援センターについても説
明した。

●未定

こ
ど
も
課

●情報ツールの多様化により
各種SNS等の活用の検討が必
要である。

●電子メールでの相談程度
で、各種SNS等の活用の検討
が必要。

●電子メールでの相談を必要
に応じて受けている。ホーム
ページについて見やすく改良
した。

●未定

●出前講座や老人福祉センターの老人ク
ラブ大字利用時にパンフレットを配布す
る。

実績

令和４年度
●心の健康相談室については毎
月、広報にて周知対応した。
●個別に寄せられるFAXやメー
ルでの相談についても、受付方法
を限定せずに随時対応した。

●様々な方法での相談に対応して
いる。またSNSの活用も実施し
ている。

・来庁や電話だけでなくＦＡＸや電子メール等、あらゆる人がより相談しやすい環境を整えます。

取り組み内容

令和４年度
具体的な内容

●パンフレットを訪問時や窓口、
出前講座で、配布している。

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実

基本目標
主要施策
町の取り組み

担当課
身近な相談窓口の充実

23-1

●庁内の窓口対応状況を調査して、問題点を洗い出す。

●地域包括支援センターを周知する。（パンフレット配布等）

●各幼稚園、保育園、こども園を窓口として、個々の相談対応を実施する。

●問題解決に向けた整備を行い、

広報やホームページにて周知する。
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けんこう推進課・子
育て Ａ

学校支援課 Ａ

けんこう推進課・子育て

学校支援課　　　　

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

学
校
支
援
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

け
ん
こ
う
推
進

課
・
子
育
て
総
合

支
援
課

●プライバシーに配慮した
相談は、随時対応してい
る。

●プライバシーに配慮し、
可能な限り相談者のニーズ
にも対応する等、相談しや
すい環境を整えている。

●プライバシーに配慮し、
可能な限り相談者のニーズ
に対応した相談を実施し
た。

●未定

学
校
支
援
課

●県教育委員会が実施する
メール相談、24時間電話相
談について、町ホームペー
ジからリンクさせている。

●県教育委員会が実施する
メール相談、24時間電話相
談について、町ホームペー
ジからリンクさせている。

●県教育委員会が実施する
メール相談、24時間電話相
談について、町ホームペー
ジからリンクさせている。

●未定

け
ん
こ
う
推
進
課

・来庁や電話だけでなくＦＡＸや電子メール等、あらゆる人がより相談しやすい環境を整えます。

令和４年度

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実
身近な相談窓口の充実

令和４年度
●プライバシーに配慮し、可
能な限り相談者のニーズに対
応した相談（訪問・電話・
メール等）を実施した。

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

実績
●県教育委員会が実施する
メール相談、24時間電話相談
について、町ホームページか
らリンクさせている。

23-2

●相談は随時対応し、プライバシー配慮や相談方法もできる限りのニーズに対応する。

●県教育委員会が実施するメール相談・24時間電話相談をホームページ等で周知する。
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子育て総合支援課 Ｂ

けんこう推進課 Ｂ

子育て総合支援課
けんこう推進課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

子
育
て
総
合
支

援
課

●関係機関と定期的な情報
共有を行う。また、必要に
応じ、協議を実施する。

け
ん
こ
う
推
進
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

子
育
て
総
合
支
援
課

●関係機関との情報共有ス
キームを構築している。ま
た、園訪問事業によってニー
ズの掘り起こしも実施してい
る。

●引き続き、関係機関との情
報共有スキームを構築してい
る。また、園訪問事業によっ
てニーズの掘り起こしも実施
している。

●引き続き、園訪問事業によ
るニーズの掘り起こしを継続
するとともに、保育コンシェ
ルジュや関係機関等との情報
共有を密にし、相談体制の充
実を図った。（保育コンシェ
ルジュへの相談件数：57件、
園訪問件数：51回）

●未定

け
ん
こ
う
推
進
課

●子育て包括支援担当者会議
は、毎月実施している。

●毎月会議を実施し、こども
課や社会福祉課と、個別ケー
スに対する支援方法の検討だ
けではなく、子育て世代包括
支援センター機能強化のため
の方策を協議している。

●子育て包括支援担当者がこ
ども課や社会福祉課、学校支
援課など関係者と月に1回定例
会議を実施。主に個別ケース
に対する支援方法を情報共有
している。また、子育て世代
包括支援センター機能強化の
ための方策を協議している。

●未定

取り組み内容

●従来こども課とけんこう推進課
の両課で担当していた子育て世代
包括支援センターの機能を子育て
総合支援課内の子育て家庭総合相
談センターに置き、関係機関と適
宜連携しながら保育コンシェル
ジュや保健師、助産師による相談
体制の強化に努めた。（基本型相
談件数：60件、母子保健型相談
件数：236件、園訪問件数：50
件）

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実
相談支援の充実

担当課
基本目標

●子育て総合支援課を中心に、必
要時、個別ケースに対する支援方
法等を関係機関で情報共有してい
る。
●母子保健事業(乳幼児健診等)を
通し、子育て総合支援課と連携す
ることで、相談体制の充実を図っ
ている。

主要施策
町の取り組み
具体的な内容

令和４年度

24

・平成30年10月に設置した「子ども子育て相談センター（子育て世代包括支援センター）」において、適切な支援と事後フォローアップができるよう、関係機関間の連携を強化し、協力関係を整備します。

令和４年度

進捗

●保育コンシェルジュに関する研修を受講し、相談のフォローアップを実施する。

●子育て包括支援担当者の会議を毎月実施、会議の継続と今後の展望について

協議を図る。

●子育て家庭総合相談センターと連携することで、

相談及び、支援体制の充実を図る。
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学校支援課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●小･中学校に教育相談員、
スクールカウンセラーを配
置しており、併せてスクー
ルソーシャルワーカー等の
巡回相談を実施している。

●小･中学校に教育相談員、
スクールカウンセラーを配
置しており、併せてスクー
ルソーシャルワーカー等の
巡回相談を実施し、相談体
制を整備した。

●小･中学校に教育相談員、
スクールカウンセラーを配
置しており、併せてスクー
ルソーシャルワーカー等の
巡回相談を実施し、相談体
制を整備した。

●未定

進捗 Ａ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実
相談支援の充実

令和４年度
●小･中学校に教育相談員、ス
クールカウンセラーを配置し
ており、併せてスクールソー
シャルワーカー等の巡回相談
を実施し、相談体制を整備し
た。

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

実績

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用し、保護者や児童・生徒が相談しやすい体制を整備します。
令和４年度

25

●小・中学校に教育相談員、スクールカウンセラーを配置すると共に、

スクールソーシャルワーカー等の巡回相談を実施し、相談体制を整備する。
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秘書人事課 Ａ

社会福祉課 Ａ

秘書人事課
社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

秘
書
人
事
課

社
会
福
祉
課

●民生・児童委員の改選に
合わせて（３年に１回）新
任民生委員を対象に、個人
情報の取り扱いに関する研
修会を実施する。

●民生・児童委員の改選に合
わせて（３年に１回）新任民
生委員を対象に、個人情報の
取り扱いに関する研修会を実
施する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

秘
書
人
事
課

●8月23日にコンプライア
ンス研修を実施した。ま
た、新規採用職員研修にて
接遇研修を実施した。

●７月８日・９日にコンプ
ライアンス研修を実施し
た。また、新規採用職員研
修にて接遇研修を実施し
た。

●1月17日・19日にコン
プライアンス研修を実施し
た。また、新規採用職員研
修にて接遇研修を実施し
た。

●未定

社
会
福
祉
課

●研修開催について、別
テーマでの開催となったた
め、未実施となった。

●新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、研修の機会が
少なくなった。その中で、別
の研修テーマでの開催が優先
されたため、個人情報取り扱
いの研修は未実施となった。

●民生・児童委員協議会で
個人情報保護についての勉
強会を実施し、資質の向上
に努めた。

●未定

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実
町職員や民生委員・児童委員等の資質向上に向けた研修等の実施

26

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み

令和４年度
●10月4日に課長級以上、11月
15日に4級･5級の職員を対象に
コンプライアンス研修を実施し
た。また、新規採用職員研修にて
接遇研修を実施した。

・相談内容に的確に、かつ、相談者のプライバシーに配慮した対応を行えるよう、町職員や社会福祉協議会職員、民生委員・児童委員等の関係者に研修や勉強会を開催し、資質向上に努めます。

令和４年度
具体的な内容

●改選に合わせて、個人情報
保護を含めた行政を知っても
らう研修を行った。

取り組み内容

実績

●コンプライアンス研修、接遇研修を実施し、職員の資質向上を図る。（全職員受講に向け、毎年度実施）

●必要に応じて、随時研修会を実施する。

●必要に応じて、

随時研修会を実施

する。
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社会福祉課 Ｂ

介護福祉課 Ｂ

社会福祉課
介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●町の事業や民生委員・児
童委員協議会事業のうち、
協働で実施できる事業につ
いて、関係課と協議する。

●他市町村での、取り組み
例を提示するなど意見や提
案をしやすい環境づくりを
検討する。

●共同で実施できる事業を
増やしていく。

介
護
福
祉
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●町から民生委員・児童委員
協議会に依頼する事業、民生
委員・児童委員協議会の自主
事業、町と民生委員・児童員
協議会とで協働する事業の整
理ができておらず、各課でも
イメージができなかったた
め、担当者レベルでの確認で
も意見が出てこなかった。

●まちづくり連絡協議会
は、婦人会や老人クラブ等
の長が一堂に会して協議す
る場である。会議は３か月
に１回、定期的に開催され
ており、団体同士で連携で
きる事業があるかを提案い
ただいている。

●民生・児童委員協議会や
婦人会、老人クラブ等の各
役員が出席してまちづくり
連絡協議会が定期的に開催
されており、共同で実施で
きる事業について検討を重
ねている。

●未定

介
護
福
祉
課

●相談時は、すみやかに民
生委員・児童委員や医療機
関等と連携した。

●相談時は、すみやかに民
生委員・児童委員や医療機
関・担当ケアマネジャー等
と連携した。

●相談時は、すみやかに民
生委員・児童委員や医療機
関・担当ケアマネジャー等
と連携した。

●未定

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実
関係機関との連携体制の強化

実績

令和４年度
●民生・児童委員協議会
や婦人会、老人クラブ等の各
役員が出席してまちづくり連
絡協議会が定期的に開催され
ており、共同で実施できる事
業について検討を重ねてい
る。

●相談時は、すみやかに民生
委員・児童委員や医療機関・
担当ケアマネジャー等と連携
した。

・住民からの相談に携わる町職員や民生委員・児童委員等が、地域の問題解決を速やかに行えるよう、関係機関との連携体制の強化を図ります。

取り組み内容

令和４年度

27-1

担当課

●実施内容を検証し、必要に応じ事業を

改善する。

●関係機関からの相談時、必要に応じて関係機関と連携する。
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子育て総合支援課 Ｂ

けんこう推進課 Ａ

子育て総合支援課
けんこう推進課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
子
育
て
総
合
支
援
課

け
ん
こ
う
推
進
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
子
育
て
総
合
支
援
課

●保育の必要性の確認、虐待
児童の見守り等、多岐にわ
たって連携・協働を実施し
た。

●引き続き、保育の必要性の
確認、虐待児童の見守り等、
多岐にわたって連携・協働を
実施した。

●要保護児童対策地域協議会
への参加や、普段の虐待児童
の見守り等、多岐にわたって
連携・協議を実施した。（要
対協への参加：6回、民生委員
からの通告件数：2件）

●未定

け
ん
こ
う
推
進
課

●地域見守り強化となるケー
スはなかったが、相談支援に
対応すべく関係各課の連携は
図った。

●特に要保護児童について
は、要保護児童対策協議会に
おいて情報を共有し、民生委
員・児童委員とも連携を図っ
ている。

●要相談者対応として、必要
に応じて関係機関につなぎ、
見守り等支援体制を強化して
いる。特に要保護児童につい
ては、要保護児童対策協議会
において情報を共有し、民生
委員・児童委員とも連携を
図っている。

●未定

関係機関との連携体制の強化

実績

令和４年度
●引き続き要保護児童対策地域協
議会への参加や、普段の虐待児童
の見守り等、多岐にわたって連
携・協議を実施した。（要対協へ
の参加：6回、民生委員からの通
告件数：0件）

●ハイリスクケース、要保護児童
について、把握した情報は子育て
総合支援課に報告し、見守り等支
援体制を強化している。
●要保護児童対策協議会において
関係機関と情報・支援方針を共有
し、必要時、民生委員・児童委員
とも連携を図っている。

・住民からの相談に携わる町職員や民生委員・児童委員等が、地域の問題解決を速やかに行えるよう、関係機関との連携体制の強化を図ります。

取り組み内容

令和４年度

27-2

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
１　相談支援体制の充実

●民生委員・児童委員協議会と情報連携を実施し、協働を図る。

●あらゆる相談に柔軟に対応できるよう、支援の方向性を関係各課で共有できるよう連携実施し、地域見守り強化が必要な事案につ

いては民生委員・児童委員との連携を徹底する。
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総合政策課 Ｂ

社会福祉課 Ｂ

総合政策課
社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

総
合
政
策
課

社
会
福
祉
課

●広報において、各種支援の
相談窓口を掲載する。
ホームページにおいても、各
制度内容や申請方法を掲載
し、必要な申請書類がダウン
ロードできるように整備す
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

総
合
政
策
課

●広報紙では、色覚障がい者
や高齢者等に配慮した配色や
メディアユニバーサルデザイ
ン配慮したレイアウトにして
いる。また、よりメディアユ
ニバーサルデザインに配慮で
きるように、広報担当者は、
メディアユニバーサルデザイ
ン・アドバイザー３級の資格
を取得した。
●ホームページでは、アクセ
シビリティに配慮した記事を
各職員が上げられるように、
任意の職員を対象にユニバー
サルデザイン研修・ホーム
ページ研修を実施した。

●広報紙では、色覚障がい者
や高齢者等に配慮した配色や
メディアユニバーサルデザイ
ン配慮したレイアウトにして
いる。
●各職員がユニバーサルデザ
インに配慮した情報提供がで
きるように、ユニバーサルデ
ザインに対するマニュアルの
共有や、デザインの研修を実
施した。

●広報紙では、色覚障がい者
や高齢者等に配慮した配色や
メディアユニバーサルデザイ
ン配慮したレイアウトにして
いる。
●各職員がユニバーサルデザ
インに配慮した情報提供がで
きるように、ユニバーサルデ
ザインに対するマニュアルの
共有を実施した。

●広報紙では、色覚障がい者や
高齢者等に配慮した配色やメ
ディアユニバーサルデザイン配
慮したレイアウトにしている。
●ホームページでは、アクセシ
ビリティに配慮し、ピクトグラ
ムを用いたアイコンで利用者を
誘導するなどの整備を随時実施
している。

社
会
福
祉
課

●広報において、随時各種支
援の相談窓口については掲
載。申請書類のホームページ
掲載についても整備済み。

●ホームページ、広報にて各
制度内容や申請方法について
は随時更新している。

●ホームページ、広報にて各
制度内容や申請方法について
は随時更新している。

●未定

広報紙・町ホームページでの情報提供

実績

令和４年度
●広報紙では、色覚障がい者や高
齢者等に配慮した配色やメディア
ユニバーサルデザイン配慮したレ
イアウトにしている。
●ホームページでは、アクセシビ
リティに配慮し、ピクトグラムを
用いたアイコンで利用者を誘導す
るなどの整備を行った。

●ホームページ、広報にて各制度
内容や申請方法については随時更
新している。

・福祉サービスについて、必要な人が必要な支援を適切に選択し利用できるよう、広報紙をはじめ、ホームページやＳＮＳ等による多様な媒体を通じた、よりわかりやすい情報提供に努めます。

取り組み内容

令和４年度

28-1

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実

●MUD(メディアユニバーサルデザイン)への配慮した紙面を作成するとともに、各職員がWebアクセシビリティを高め、誰もが利用

しやすいホームページ等を作成する。また、職員向けの研修会を実施する。

●必要に応じて随時、情報を更新する。
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介護福祉課 Ｂ
こども課 Ａ
けんこう推進課　 Ａ

介護福祉課
こども課
けんこう推進課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●認知症ケアパスを作成する。

こ
ど
も
課

●広報に福祉サービス情報、ホー
ムページに情報と申請書等を掲載
する。必要に応じチラシ等を配布
する。

け

ん

こ

う

推

進

課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

介
護
福
祉
課

●介護保険の仕組みについて
パンフレットを購入し、窓口
にて配布した。
●認知症初期集中チーム検討
委員会で、内容を検討し、９
月に認知症ケアパスを作成し
た。

●介護保険の仕組みについて
パンフレットを購入し、窓口
にて配布した。
●認知症サポーター養成講座
や出前講座、窓口、訪問時な
ど積極的に認知症ケアパスを
配布した。

●介護保険の仕組みについて
パンフレットを購入し、窓口
にて配布した。　　　●認知
症サポーター養成講座や出前
講座、窓口、訪問時など積極
的に認知症ケアパスを配布し
た。

●未定

こ
ど
も
課

●広報・HPによる適切なタイ
ミングでの周知の他、子育て
パンフレットの見直しを行
い、保育施設等へ設置してい
る。

●引き続き、広報・HPによる
適切なタイミングでの周知の
他、子育てパンフレットの見
直しを行い、保育施設等へ設
置している。

●広報・HPによる周知のほ
か、毎年子育てパンフレット
の見直しを行い、窓口や保育
施設等へ設置している。

●未定

け
ん
こ
う
推
進
課

●ホームページに掲載した。 ●毎年、保健事業について掲
載したパンフレットを作成し
ている。また随時、情報をHP
に掲載し、情報発信してい
る。

●引き続き、保健事業につい
て掲載しているパンフレット
を作成している。適切な時期
に広報やホームページで情報
発信している。また、情報に
スムーズにたどりつけるよう
にQRコードの利用を増やし
た。

●未定

広報紙・町ホームページでの情報提供
担当課

基本目標
主要施策
町の取り組み

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実

・福祉サービスについて、必要な人が必要な支援を適切に選択し利用できるよう、広報紙をはじめ、ホームページやＳＮＳ等による多様な媒体を通じた、よりわかりやすい情報提供に努めます。

取り組み内容

令和４年度

実績

令和４年度
●介護保険の仕組みについてパン
フレットを購入し、窓口にて配布
した。
●認知症サポーター養成講座や出
前講座、窓口、訪問時など積極的
に認知症ケアパスを配布した。

●広報・HP・SNSによる周知の
ほか、毎年子育てパンフレットの
見直しを行い、窓口や保育施設等
へ設置している。

●引き続き、保健事業について掲
載しているパンフレットを作成し
ている。適切な時期に広報やホー
ムページ、LINE、2次元コード
の利用等で情報発信している。

具体的な内容

介
護
福
祉
課

28-2

●認知症ケアパスの周知活動を実施する。

●介護保険の仕組みパンフレットを窓口で配布する。

●子育てパンフレットを役場本庁舎に設置する。

●保健事業の情報をホームページに掲載する。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●障がいのある人にも閲覧し
やすいホームページにするた
めの方法を検討し、秘書人事
課と協働で実施する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●ホームページシステムの
全面見直しを行う予定のた
め、その際に誰もが利用し
やすいホームページを目指
した検討を行った。

●ホームページシステムの
全面見直しにむけて広報担
当と協議し、誰もが利用し
やすいホームページを目指
した検討を行った。

●ホームページシステムの
全面見直しにむけて広報担
当と協議し、誰もが利用し
やすいホームページを目指
した検討を行った。

●未定

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実
広報紙・町ホームページでの情報提供
・ホームページを障がいのある人にも閲覧しやすいよう、改善します。

令和４年度

令和４年度
●ホームページシステムの全
面見直しにむけて広報担当と
協議したものの、現時点では
具体的な改善には至っていな
い。

29

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

実績

●定期的にホームページの内容を見直す。
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総合政策課 Ｂ

社会福祉課 Ｂ

総合政策課
社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

総
合
政
策
課

社
会
福
祉
課

●障がい者を対象としたパ
ンフレットである「福祉の
案内」を読みやすくするた
め、レイアウトや内容の変
更を行う。

●各課に照会し、R４年度
の運用を目指す。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

総
合
政
策
課

●広報紙では、色覚障がい者
や高齢者等に配慮した配色や
メディアユニバーサルデザイ
ン配慮したレイアウトにして
いる。また、よりメディアユ
ニバーサルデザインに配慮で
きるように、広報担当者は、
メディアユニバーサルデザイ
ン・アドバイザー３級の資格
を取得した。
●ホームページでは、アクセ
シビリティに配慮した記事を
各職員が上げられるように、
任意の職員を対象にユニバー
サルデザイン研修・ホーム
ページ研修を実施した。

●広報紙では、色覚障がい者
や高齢者等に配慮した配色や
メディアユニバーサルデザイ
ン配慮したレイアウトにして
いる。
●各職員がユニバーサルデザ
インに配慮した情報提供がで
きるように、ユニバーサルデ
ザインに対するマニュアルの
共有や、デザインの研修を実
施した。

●広報紙では、色覚障がい者
や高齢者等に配慮した配色や
メディアユニバーサルデザイ
ン配慮したレイアウトにして
いる。
●各職員がユニバーサルデザ
インに配慮した情報提供がで
きるように、ユニバーサルデ
ザインに対するマニュアルの
共有を実施した。

●広報紙では、色覚障がい者や
高齢者等に配慮した配色やメ
ディアユニバーサルデザイン配
慮したレイアウトにしている。
●ホームページでは、アクセシ
ビリティに配慮し、ピクトグラ
ムを用いたアイコンで利用者を
誘導するなどの整備を随時実施
している。

社
会
福
祉
課

●各種制度やレイアウトにつ
いて見直しを進めているとこ
ろである。

●「福祉の案内」について
レイアウトを作成した。

●作成した福祉の案内につ
いて、内容等に不備がない
か、案内漏れがないか担当
課で協議を行った。

●未定

町の取り組み
具体的な内容

実績

●令和6年度から運用する新しい
福祉の案内について、再度、情報
量とレイアウトを見直しを行っ
た。

担当課
基本目標
主要施策

令和４年度
●広報紙では、色覚障がい者や高
齢者等に配慮した配色やメディア
ユニバーサルデザイン配慮したレ
イアウトにしている。
●ホームページでは、アクセシビ
リティに配慮し、ピクトグラムを
用いたアイコンで利用者を誘導す
るなどの整備を行った。

30-1

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実
広報紙・町ホームページでの情報提供
・役場が発行する広報紙や各種冊子等の読みやすさへの配慮を進めます。

取り組み内容

令和４年度

●制度の改正に応じて、随時内容を修正するとともに読みやすさへの配慮を継続して進める。

●MUD(メディアユニバーサルデザイン)への配慮した紙面を作成するとともに、各職員がWebアクセシビリティを高め、誰もが利用し

やすいホームページ等を作成する。また、職員向けの研修会を実施する。
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介護福祉課 Ｂ

こども課 Ｂ

けんこう推進課 Ａ

介護福祉課
こども課
けんこう推進課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
介
護
福
祉
課

こ
ど
も
課

け
ん
こ
う
推
進
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

介
護
福
祉
課

●広報掲載時やチラシ配布時
は写真を多く活用し、文字を
大きくする等、分かりやすさ
に配慮した。

●広報掲載時やチラシ配布時
は写真を多く活用し、文字を
大きくする等、分かりやすさ
に配慮した。

●広報掲載時やチラシ配布時
は写真を多く活用し、文字を
大きくする等、分かりやすさ
に配慮した。

●未定

こ
ど
も
課

●年度ごとに子育てパンフ
レットの見直しを行ってい
る。今後は、見やすくするた
め、カラー刷りを検討してい
く。

●子育てパンフレットの見直
しを行い、最新の情報を掲載
している。窓口での説明用パ
ンフレットのみフルカラー印
刷を実施した。

●子育てパンフレットの見直
しを行い、最新の情報を掲載
している。ホームページから
も見れるよう掲載している。

●未定

け
ん
こ
う
推
進
課

●掲載記事の校正にメッセー
ジが伝わるよう配慮した。

●引き続き、あらゆる方に
メッセージが伝わりわすいよ
う掲載記事の校正に配慮し
た。

●情報発信する際に、伝えた
い情報を整理し、あらゆる方
が見やすく分かりやすいよう
情報量や内容に工夫した。

●未定

実績

●情報発信する際に、適切なタイ
ミングで伝えたい情報を整理し、
見やすく分かりやすいよう情報量
や内容を工夫した。

広報紙・町ホームページでの情報提供
担当課

基本目標
主要施策

●子育てパンフレットの見直しを
行い、最新の情報を掲載してい
る。ホームページからも見れるよ
う掲載している。SNSでの情報
発信も行っている。

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実

・役場が発行する広報紙や各種冊子等の読みやすさへの配慮を進めます。

取り組み内容

令和４年度

令和４年度
●広報掲載時やチラシ配布時は写
真を多く活用し、文字を大きくす
る等、分かりやすさに配慮した。

具体的な内容
町の取り組み

30-2

●高齢者でも分かりやすく見える様に写真等を使用する等、常に妥当かどうか見直し、配慮する。

●子育てパンフレットの記載内容を定期的に見直し、一部カラーを利用する等の更新を図る。

●伝えたいメッセージが受け手に伝わるように、広報記事やメッセージの工夫を継続実施する。
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秘書人事課 Ｃ

社会福祉課 Ｃ

秘書人事課
社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

秘
書
人
事
課

社
会
福
祉
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

秘
書
人
事
課

●11月6・20・27に広陵町
聴覚障害者協会の方を講師に
招き手話講座を実施した。

●11月５・１９に広陵町聴覚
障害者協会の方を講師に招
き、手話講座を実施した。
広報紙では毎月職員が登場
し、身近に使用できる手話に
ついて解説するコーナーを設
けた。

●広報紙では、社会福祉課か
らの依頼により9月から職員が
登場し、身近に使用できる手
話について解説する記事や、
手話通訳者からの情報を毎月
掲載した。
●職員向け手話講座は新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の
ため中止となった。

●未定

社
会
福
祉
課

●社会福祉協議会とともに、
手話奉仕員講座の募集方法に
ついて広報への記事掲載を実
施することで協議した。

●手話奉仕員講座について、
新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、中止となった。

●手話奉仕員養成講座開講に
ついて広報記事にて周知を
行ったが、新型コロナウイル
スの影響もあり、受講者数は
伸び悩んだ。

●未定●手話奉仕員養成講座開講につい
て広報記事にて周知を行ったが、
新型コロナウイルスの影響や開講
日（毎週土曜）の都合もあり、受
講者数は伸び悩んだ。

担当課

実績

令和４年度
●職員向け手話講座は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため中止
となった。

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実
広報紙・町ホームページでの情報提供
・手話の普及を進めるとともに、手話奉仕員養成講座を計画的に実施し、手話通訳ができる人材の育成・確保を図ります。

取り組み内容

令和４年度

31

町の取り組み
具体的な内容

基本目標
主要施策

●社会福祉課と連携し、職員向け手話講座を実施する。また広報紙では毎月、手話についての啓発内容を開催する。

●手話奉仕員講座の募集方法について、社協と検討する。
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社会福祉課 Ｂ

介護福祉課 Ｂ

社会福祉課
介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●障がい者を対象としたパ
ンフレットである「福祉の
案内」を読みやすくするた
め、レイアウトや内容の変
更を行う。

●「福祉の案内」をホーム
ページに掲載する。

●各課に照会し、R４年度
の運用を目指す。

介
護
福
祉
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●各種制度やレイアウトに
ついて見直しを進めている
ところである。

●「福祉の案内」について
レイアウトを作成した。

●作成した福祉の案内につ
いて、内容等に不備がない
か、案内漏れがないか担当
課で協議を行った。

●未定

介
護
福
祉
課

●介護保険の仕組みについ
てパンフレットを購入し、
窓口にて配布した。

●介護保険の仕組みについ
てパンフレットを購入し、
窓口にて配布した。

●介護保険の仕組みについ
てパンフレットを購入し、
窓口にて配布した。更に出
前講座などでパンフレット
を元に仕組みについて説明
した。

●未定

担当課

●介護保険の仕組みについて
パンフレットを購入し、窓口
にて配布した。更に出前講座
などでパンフレットを元に仕
組みについて説明した。

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

実績

進捗

32-1

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実

●令和6年度から運用する新
しい福祉の案内について、再
度、情報量とレイアウトを見
直しを行った。

各種手当・制度の周知徹底
・パンフレット等での情報提供とともに、対象者の把握に努め、必要に応じた申請の勧奨を行います。

取り組み内容

令和４年度

令和４年度

●制度の改正に応じて、随時内容を修正するとともに読みやすさへの配慮を継続して進める。

●介護保険サービスのパンフレットを窓口にて配布する。
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こども課 Ｂ

けんこう推進課 Ａ

こども課
けんこう推進課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

こ
ど
も
課

け
ん
こ
う
推
進
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

こ
ど
も
課

●広報・ホームページ等によ
る周知を実施している。周知
している。今後はSNS等の活
用についても検討したい。

●広報・ホームページ等によ
る周知を実施している。ま
た、窓口にて、子育てパンフ
レットの配布や、保護者に対
する案内を行っている。

●広報・ホームページ等によ
る周知に加え、窓口にて子育
てパンフレットの配布や、保
護者に対する案内を行ってい
る。パンフレットはホーム
ページにも掲載し活用してい
る。

●未定

け
ん
こ
う
推
進
課

●窓口に来られる方に対し、
最新の情報を提供できるよう
に、定期的にパンフレットの
整理をしている。

●定期的に窓口に設置してい
るパンフレットやホームペー
ジの情報を整理している。
●特定の保健事業においては
個別通知を実施し、制度の周
知の徹底、利用促進を勧奨し
ている。

●定期的に窓口に設置してい
るパンフレットの整理やホー
ムページ内容の更新をしてい
る。また、事業での配布物の
整理をしている。

●未定

取り組み内容

令和４年度
・パンフレット等での情報提供とともに、対象者の把握に努め、必要に応じた申請の勧奨を行います。

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる

令和４年度
●広報・ホームページ・SNS等
による周知に加え、窓口にて子育
てパンフレットの配布や、保護者
に対する案内を行っている。パン
フレットはホームページにも掲載
し活用している。

●定期的に窓口に設置しているパ
ンフレットの整理やホームページ
内容の更新をしている。また、事
業での配布物の整理をしている。

32-2

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

実績

２　情報提供体制の充実
各種手当・制度の周知徹底

●子育てパンフレットを配布し、子育て世代の包括的な制度を周知する。

●窓口パンフレット設置の整理を月に1回は実施し、情報提供の環境を整える。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●テーマ　「手話言語条
例」について

●テーマ　「子ども子育て
施策」について

　
●テーマ「高齢者福祉につ
いて」

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●民生委員・児童委員協議
会定例会で「手話言語条
例」について研修会を実施
した。

●当初予定していた、子ど
も子育て施策については研
修を行うことができなかっ
たが、定例会において、現
在進行形で町が取り組んで
いる、自治基本条例につい
て優先的に研修を行った。

●令和３年８月６日に、地
域包括支援センターに協力
してもらい、認知症サポー
ター研修を委員向けに実施
し、高齢者施策の中でも重
要な認知症への理解を深め
る機会を作った。

●未定

33

進捗 Ａ

令和４年度

町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

令和４年度
●改選に伴う研修におい
て、行政との連携について意
識を統一することができた。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
２　情報提供体制の充実
民生委員・児童委員等を通じた情報提供の充実
・民生委員・児童委員等への情報提供を強化し、地域での情報提供体制の強化を図ります。

担当課
基本目標
主要施策

●民生委員・児童委員や地域福祉委員等に向けた研修会を定期的に実施する。
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こども課　　　　Ｂ

教育総務課 Ｂ

学校支援課 Ａ

こども課
教育総務課
学校支援課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

こ
ど
も
課

●ニーズを精査し適切な施
策を検討する。

教
育
総
務
課

●就学に向けての情報提供
等を関係機関に行い、円滑
な就学に結びつくように連
携する。

学
校
支
援
課

●就学に向けての情報提供
等を関係機関に行い、円滑
な就学に結びつくように連
携する。

　 平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

こ
ど
も
課

●子ども・子育て事業計画
（第2期）の策定完了に伴い、
それに基づき利用者等の声を
吸い上げ事業を実施する。

●子ども・子育て事業計画
（第2期）の策定完了に伴い、
それに基づき利用者等の声を
吸い上げ、事業を実施する。

●こども・子育て事業計画
（第2期）における各課の進捗
状況を確認し、実態を把握し
た。

●未定

教
育
総
務
課

●地域のNPOと連携して子育
て支援環境の整備を行ってい
る。

●地域のNPOと連携して地域
での子育て支援環境の整備を
行っている。

●地域のNPOと連携して地域
での子育て支援環境の整備を
行っている。

●未定

学
校
支
援
課

●特別な支援が必要な子ども
の就学に係る教育相談を就学
予定校で実施している。

●特別な支援が必要な子ども
の就学に係る教育相談をホー
ムページで周知し、早期から
つながりをもてるよう就学予
定校で実施している。

●特別な支援が必要な子ども
の就学に係る教育相談をホー
ムページで周知し、早期から
つながりをもてるよう就学予
定校で実施している。

●未定

具体的な内容
・多様な子育て支援サービスや保育サービスの提供及び教育環境の整備など、地域の子育て力を向上するための施策の充実に努めます。また、すべての子どもが尊重され、健やかに成
長できるよう、専門的な相談支援体制を強化するとともに、子育て家庭を支援します。

●地域のNPOと連携して地域で
の子育て支援環境の整備を行って
いる。実績

子育て支援の充実
担当課

進捗

令和４年度
●こども・子育て事業計画
（第2期）における各課の進捗状
況を確認し、実態を把握し､施策
を進めた。

●特別な支援が必要な子どもの就
学に係る教育相談をホームページ
で周知し、早期からつながりをも
てるよう就学予定校で実施してい
る。

取り組み内容

令和４年度

34

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
３　福祉サービス提供体制の充実

基本目標
主要施策
町の取り組み

●子ども・子育て支援事業計画に基づき必要な施策を実施する。（中間年に施策の見直し。）

●地域のＮＰＯ等と連携し地域での子育て支援の環境整備等を行う。

●特別な支援が必要な子どもの就学にかかる教育相談の実施を就学前施設やホームページで周知する。早期から小学校

と保護者がつながりを持てるよう、就学に係る教育相談を就学予定校で実施する。
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平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●新生児訪問や乳幼児健康診
査時に、相談窓口の案内を実
施している。

●引き続き、新生児訪問や乳
幼児健康診査時に、相談窓口
の案内を徹底している。
●新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、オンライン方
式でマザークラスを実施し
た。
（新生児訪問指導は希望者に
対し実施し、乳幼児健康診査
は5月のみ中止とし、6月以降
は感染対策を徹底した上で実
施した。）
●子育て世代包括支援セン
ターを活用することで、切れ
目のない支援の充実を図って
いる。

●母子手帳交付時や新生児訪
問、乳幼児健康診査時等に相
談窓口を案内した
●新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、マザークラ
スはオンライン方式で実施し
た。
●子育て世代包括支援セン
ターを活用し関係各課と連携
して切れ目ない支援の充実を
図った。

●未定

・妊産婦・乳幼児への家庭訪問や乳幼児健診により、妊娠・出産・育児の切れ目ない支援について一層の充実を図ります。
令和４年度

基本目標

主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

担当課

子育て支援の充実

子育て総合支援課

●引き続き母子健康手帳交付時や
新生児訪問、乳幼児健康診査時等
に相談窓口を案内した。
●引き続き新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、マザークラ
スはオンライン方式で実施した。
●子育て世代包括支援センターの
基本型と母子保健型の二つの機能
を子育て総合支援課内の子育て家
庭総合相談センターに置き、相談
支援における児童福祉と母子保健
の一体化を図るとともに、関係各
課との連携を密にし、切れ目ない
支援の充実を図った。

令和４年度

35

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる

３　福祉サービス提供体制の充実

●タイムリーな情報共有を関係各課で徹底するとともに妊産婦や子育て世帯への包括支援の周知を継続実施する。
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けんこう推進課
子育て総合支援課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●健診後のカンファレンスで
要支援家庭のフォロー方針を
決定し、地区担当保健師や各
関係課へつなげている。

●乳幼児健康診査において、
疾病や障がいの早期発見だけ
ではなく、支援を要する保護
者や家庭への早期介入の機会
としている。
●健診実施後のカンファレン
スにおいて、支援方法を決定
し、取りこぼしがないように
地区担当保健師や関係課へ報
告している。必要時には、子
育て世代包括支援センターの
機能を利用し、支援について
協議している。

●乳幼児健康診査において、
疾病や障害の早期発見だけで
はなく、支援を要する保護者
や家庭への早期介入の機会と
している。
●健診実施後のカンファレン
スにおいて、支援方法を決定
し、取りこぼしがないように
地区担当保健師や関係課へ報
告している。必要時には、子
育て世代包括支援センターの
機能を利用し、支援について
協議している。

●未定

令和４年度

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容 ・乳幼児健診において、育児や発達に不安のある親子に対して関係機関と連携しながら、早期からの発達支援、親子支援を継続して実施します。また、関係機関と連携を密にし、発育発達支援の充実を図ります。

取り組み内容

実績

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
３　福祉サービス提供体制の充実

36

子育て支援の充実

令和４年度
●乳幼児健康診査において、疾病
や障害の早期発見だけではなく、
支援を要する保護者や家庭への早
期介入の機会としている。
●健診実施後のカンファレンスに
おいて、子育て総合支援課の保健
師・助産師も含め、支援の度合い
について協議し、切れ目のない支
援体制の強化を図っている。
●乳幼児健康診査において、疾病
や障害の早期発見だけではなく、
支援を要する保護者や家庭への早
期介入の機会としている。
●健診実施後のカンファレンスに
おいて、支援方法を決定し、取り
こぼしがないように地区担当保健
師や関係課へ報告している。必要
時には、子育て世代包括支援セン
ターの機能を利用し、支援につい
て協議している。

●健診実施後の多職種カンファレンスで要支援家庭を取りこぼすことのないよう

キャッチアップし、多機関連携体制での相談支援を継続実施する。
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介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●認知症初期集中支援チー
ム・検討チームによる活動
を実施する。

●在宅医療・介護連携のた
めの窓口を設置する。

●入退院調整ルールの活用
する。（見直し検討）

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●認知症初期集中支援チーム
検討委員会を３回開催し、認
知症ケアパスを作成した。
●在宅医療・介護連携のため
の窓口を国保中央病院に設置
し、ワーキング会議で報告い
ただいた。
●入退院調整ルール事業で全
体会議を２回開催し、ルール
の活用状況について確認し
た。

●認知症初期集中支援チーム
検討委員会をオンラインにて
開催し、2回実施した。認知症
相談窓口や初期集中支援を町
内訪問看護ステーションと連
携すること等を検討した。
●在宅医療・介護連携として
薬局と居宅介護事業所の連携
を考慮し、国保中央病院圏域
の薬局窓口一覧を作成し、居
宅介護支援事業所へ配布し
た。
●入退院調整ルール事業で
は、調査票やアンケートを通
して、コロナ禍での影響を踏
まえ、活用状況を確認した。

●認知症に対するStigma(差
別・偏見）を解消できるよ
う、認知症に対する社会的な
理解の深まり、住民参加や協
力に至る実践が必要であり、
普及啓発と人材育成につい
て、取り組みを進めた。検討
会議を3回開催。
●在宅医療・介護連携として
薬剤師・訪問看護師・CMの連
携を図るため、国保中央病院
圏域の事業所に対し、研修会
を開催した。
●入退院調整ルール事業で
は、調査票やアンケートを通
して、コロナ禍での影響を踏
まえ、活用状況を確認し、居
宅介護事業所・病院へ報告会
を実施した。

●未定

Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
３　福祉サービス提供体制の充実
高齢者支援の充実

37

・介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを継続できるための取り組みを推進します。
令和４年度

担当課

令和４年度
●認知症初期集中支援チーム検討
会議を2回開催し、認知症につい
ての普及啓発、人材育成について
検討した。
●在宅医療・介護連携として薬剤
師・訪問看護師・CMの連携を図
るため、国保中央病院圏域の事業
所に対し、研修会を開催した。
●入退院調整ルール事業では、調
査票やアンケートを通して、コロ
ナ禍での影響を踏まえ、活用状況
を確認し、居宅介護事業所・病院
へ報告会を実施した。

進捗

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

●各事業の運用の見直しを検討し実施する。
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介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●ケアマネ・薬剤師等メン
バーを増やし、地域ケア会
議の充実を図る。

●地域ケア会議での課題抽
出と解決策を検討する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

高齢者支援の充実
・医療・介護・予防・住まい・生活支援を柔軟に組み合わせて一体的に提供する「地域包括ケアシステム」の構築を目指します。

令和４年度

●地域包括ケアシステムに
ついて、「いのちを守るま
ちづくりイベント」にて
DVDを上映した。
また、協議体の説明会を各
地域の公民館等で実施した
際に、地域包括ケアシステ
ムについても説明を加え
た。
●地域ケア会議について、
ケアマネ・薬剤師等メン
バーを増やし、年間24回実
施した。

●新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、イベント
が中止され、周知すること
はできなかったが、介護予
防リーダー養成講座や生活
支援体制整備事業勉強会等
で、地域包括ケアシステム
について説明を実施した。
●地域ケア会議について、
ケアマネ・薬剤師等メン
バーを増やし、年間23回実
施した。

●令和３年度の取り組み事
業に関して、例年実施して
いる地域包括支援センター
運営協議会にて地域包括ケ
アシステムについて説明を
実施した。
●地域ケア会議について、
ケアマネ・薬剤師等メン
バーを増やし、年間23回実
施した。

●令和４年度の取り組み事業
に関して、例年実施している
地域包括支援センター運営協
議会にて地域包括ケアシステ
ムについて説明を実施した。
●地域ケア会議について、ケ
アマネ・薬剤師等メンバーを
増やし、年間23回実施した。

●未定

実績

令和４年度

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

担当課

38

３　福祉サービス提供体制の充実

●地域包括ケアシステムの普及啓発を図る。

●事業の運用・見直しを検討し、実施する。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●庁内に、「奈良県障がい
のある人もない人もともに
暮らしやすい社会づくり条
例」のパンフレットを窓口
に掲示する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●パンフレットは窓口に設
置し、関心を持たれた方に
は適宜説明を行った。

●障害者手帳交付時に、対
象者が利用できるサービス
について、適宜案内した。

●福祉サービスの適切な給
付を目標に、研修会等に参
加したり、近隣自治体担当
者と集まって勉強会を開催
するなど研鑽に努めた。

●未定

・障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら、共に暮らし、共に参加するための福祉施策を推進しま
す。また、住み慣れた地域で自立した生活を営むために必要なサービスと支援を受けられる社会を実現します。

基本目標
主要施策
町の取り組み

担当課

取り組み内容

実績

具体的な内容

39

令和４年度

令和４年度
●福祉サービスの適切な給付
に繋がるように職員の研修参
加は勿論、町内の相談支援事
業所を集めて勉強会を開催
し、困難事例に対するサービ
ス利用について協議しあう場
を設けた。

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
３　福祉サービス提供体制の充実
障がい者支援の充実

●サービスの利用に関して相談に応じるとともに、適切なサービス利用を推進できるように、各種研修に

積極的に参加し、研鑽に努める。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●サービスにつながってい
ない要支援者を洗い出す。

●要支援者の実態を調査
し、必要に応じてサービス
の利用の勧奨を行う。

●取り組みの実績を検証し、
改善点について関係団体と協
議して解消する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●洗い出しを行うことがで
きなかった。
理由としては、低所得者の
中でサービス利用につなが
らない方の洗い出しだけで
は不備であり、その対象者
を取りまく環境等を含め、
サービスの必要性の有無を
把握する必要があり、時間
を要するため。

●障害者手帳取得者の中
で、福祉サービス（ヘル
パー要請や施設利用等）に
至っていない人の抽出を行
い、サービス利用有無の意
向確認を行った。

●新型コロナウイルス感染
防止の観点から、民生委員
等に積極的に要支援者世帯
の調査を依頼することはで
きなかったが、地域に住
む、気になる世帯等があれ
ば社会福祉課で相談に応じ
る旨の情報提供をしてもら
い、サービスの提供に努め
た。

●未定

担当課
基本目標
主要施策

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
３　福祉サービス提供体制の充実

40

令和４年度
●地域の民生委員や区長協力
のもと、支援が必要な方につ
いては適宜繋いでもらい、介
入することで生活実態を把握
し、適切と思われる福祉サー
ビスの利用や医療機関に繋げ
る等の支援を行った。実績

障がい者支援の充実
・障がいの程度や特性に応じて必要なサービスを利用できるよう、在宅や施設における福祉サービスの充実に努めます。

令和４年度

町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容
●民生委員・児童委員、地域福祉委員の協力のも

と、地域の要支援者世帯を調査する。
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安全安心課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●自主防災組織や防災士
ネットワークと連携し、校
区ごとの合同防災訓練を実
施する。
ハザードマップの住民周知
を行う。

●新しく更新した洪水のハ
ザードマップを広報７月号
に挟み込み、住民周知を行
う。
また、ホームページの更新
を行う。

●社会情勢を鑑みながら、
在来地区・真美ヶ丘地区の
防災訓練を開催する。

●洪水ハザードマップの更
新する。防災講演会等を実
施する。

●地震ハザードマップの更
新を検討する。

●災害時における避難行動
等をテーマとして広報・啓
発する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●東校区を除き、校区防災
訓練を実施し、町民の防災
意識の向上を図った。
また、洪水・地震のハザー
ドマップをHPに掲載し、住
民に周知を行った。

●在来区・真美ケ丘第１小
校区・真美ケ丘第２小校区
と３回に分けて防災訓練を
実施し、町民の防災意識の
向上を図った。

●洪水ハザードマップを更
新した。

●当初予定していた合同防
災訓練はコロナ禍により中
止となった。
新しく更新した洪水のハ
ザードマップを広報７月号
に挟み込み、住民周知を
行った。
また、ホームページの更新
についても実施した。

●在来区・真美ケ丘第１小校
区・真美ケ丘第２小校区と３
回に分けて防災訓練を実施
し、町民の防災意識の向上を
図った。
避難行動要支援者名簿に登載
している方への訪問等の訓練
を行った自治会もあった。

●未定

・自主防災組織や防災士ネットワークと連携し、防災に関する広報・啓発活動の推進や防災訓練の定期的実施、ハザードマップの周知等により、住民の防災意識の高揚及び自主的な備えの促進に努めます。

令和４年度
●自主防災組織や防災士ネッ
トワークと連携し、在来区、
真美ヶ丘第1小校区、真美ヶ
丘第2小校区ごとに合同防災
訓練を実施する。

●防災士ネットワークの地区
防災計画支援班を中心とし
て、各地区防災計画作成を推
進する。

令和４年度

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
４　災害時の連携強化
防災意識の高揚

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

実績

41

●自主防災組織や防災

士ネットワークと連携

し、校区ごとの合同防

災訓練を実施する。

ハザードマップの住民

周知を行う。
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安全安心課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●校区ごとに実施する防災
訓練の中で安否確認訓練等
を行い、訓練を通じて、避
難行動要支援者の把握を行
う。

●校区ごとに説明会を実施
し、避難行動要支援者名簿
を区長・自治会長、民生委
員・児童委員等に提供し、
個別支援計画作成を依頼す
る。

●校区ごとに説明会を実施
し、避難行動要支援者名簿
を区長・自治会長、民生委
員・児童委員等に提供し、
個別計画作成を依頼する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●要支援者名簿提供につい
て同意いただいている方は
把握している。
●個別支援計画作成につい
ては、依頼を検討中であ
る。

●校区ごとに説明会を実施
した。
●避難行動要支援者の個別
支援計画書については、令
和3年3月31日現在で作成
数は235件となっている。

●校区ごとに説明会を実施
した。
●避難行動要支援者の個別
計画書については、令和4
年3月31日現在で288件提
出済となっている。

●未定
令和４年度

●校区ごとに説明会を実施し
た。
●避難行動要支援者の個別計
画書については、令和５年3
月31日現在で386件提出済
となっている。

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
４　災害時の連携強化
避難支援体制の充実
・自主防災組織をはじめ、関係機関・団体との連携のもと、避難行動要支援者の把握をはじめ、避難支援体制の充実を図ります。

令和４年度
●校区ごとに説明会を実施
し、避難行動要支援者名簿を
区長・自治会長、民生委員・
児童委員等に提供し、個別計
画作成を依頼する。

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

42

●校区ごとに実施する

防災訓練の中で安否確

認訓練等を行い、訓練

を通じて、避難行動要

支援者の把握を行う。

　ー 48 ー



介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●全設置数４７か所
民生委員・児童委員へ緊急
通報装置についての説明会
を実施する。

●全設置数４８か所 ●全設置数４９か所

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●窓口相談時に、制度につ
いて説明する等情報提供を
行った。

●窓口相談時に、制度につ
いて説明する等情報提供を
行った。

●窓口相談時に、制度につ
いて説明する等情報提供を
行った。

●未定

●全設置数３２か所 ●全設置数２４か所
（うち新規１か所）

●全設置数25か所
（うち新規4か所）

●未定

令和４年度
●窓口相談時に、制度につい
て説明する等情報提供を行っ
た。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
４　災害時の連携強化
緊急時の情報伝達、通報支援
・ひとり暮らし高齢者に緊急通報装置を設置し、緊急時の通報を行います。

令和４年度

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

実績
●全設置数2６か所
（うち新規１か所）

進捗 Ｂ
43

●必要な高齢者宅への緊急通報装置設置、情報提供を行う。
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安全安心課 Ａ

社会福祉課 Ａ

安全安心課
社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

安
全
安
心
課

社
会
福
祉
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

安
全
安
心
課

●広域消防ホームページへ
リンクするよう設定予定で
ある。
●NET119は事前登録が必
要。

●町ホームページの消防記
事から広域消防ホームペー
ジへリンクした。
●NET119の案内も行っ
た。

●町ホームページの消防記
事から広域消防ホームペー
ジへリンクした。
●NET119の案内も行っ
た。

●未定

社
会
福
祉
課

●聴覚や言語に障害をお持
ちの方に対しては、手帳交
付時NET119の案内を行っ
た。

●聴覚や言語に障害をお持
ちの方に対しては、手帳交
付時NET119の案内を行っ
た。

●聴覚や言語に障害をお持
ちの方に対しては、手帳交
付時NET120の案内を行っ
た。

●未定

・聴覚や言語等に不自由があり、電話を使えない人が、ＦＡＸや電子メールで警察・消防に緊急通報する方法について、ホームページや広報等で、積極的に広報を行います。

令和４年度

実績

令和４年度
●町ホームページの消防記事
から広域消防ホームページへ
リンクした。
●NET119の案内も行った。

●聴覚や言語に障害をお持ち
の方に対しては、手帳交付時
にNET1１９の案内を行っ
た。

具体的な内容

取り組み内容

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
４　災害時の連携強化
緊急時の情報伝達、通報支援町の取り組み

担当課
基本目標
主要施策

44

●ホームページにて緊急通報の方法に関する案内（FAX番号、電子メール登録方法等）を掲載する。

●手帳交付時において、必要に応じてＮＥＴ１１９の周知を行う。
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協働のまちづくり　　　　　　 Ｂ

社会福祉課 Ａ

介護福祉課 Ｂ

協働のまちづくり推進課　　　　　　

社会福祉課
介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

協
働
の
ま

ち
づ
く
り

推
進
課

●ＤＶ相談窓口設置を周知する。
イベント等でのＤＶ防止啓発を実
施する。

社
会
福
祉
課

●図書館に啓発ブースを設
置する。

●啓発方法について検討す
る。

介
護
福
祉
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
課

●6月30日に開催された「い
のちを守るイベント」にて、
DV防止を呼びかけるブースを
設置し、来場者に対し、啓発
した。

●広報11月号において、
「パープルリボン」の配布案
内の記事を掲載し、女性に対
する暴力防止に対する啓発を
実施した。

●広報11月号において、
「パープルリボン」の配布案
内の記事を掲載し、女性に対
する暴力防止に対する啓発を
実施した。
●シトラスリボンの配布を行
い、新型コロナ差別防止の啓
発を行った。

（同左、１１月実施予定）

社
会
福
祉
課

●広報11月号にて掲載した。
●3月実施予定であったが、新
型コロナウイルス感染防止に
より図書館が閉館となったた
め、実施できなかった。

●広報11月号にて、障がい者
虐待予防記事を掲載し、啓発
した。

●広報12月号にて、障がい者
虐待予防に係る記事を掲載
し、啓発した。

●未定

介
護
福
祉
課

●高齢者虐待について窓口で
パンフレットを配布した。
警察にて虐待ケースの報告が
あれば、報告をいただけるよ
う調整した。

●高齢者虐待について窓口で
パンフレットを配布した。
警察にて虐待ケースの報告が
あれば、報告をもらうよう調
整した。

●高齢者虐待について窓口で
パンフレットを配布した。警
察にて虐待ケースの報告があ
れば、報告をもらうよう調整
した。

●未定

令和４年度

●広報11月号において、「パー
プルリボン」の配布案内の記事を
掲載し、女性に対する暴力防止に
対する啓発を実施した。
●エコール・マミにおいてパープ
ルリボンの紫色にライトアップす
るとともに従業員のパープルリボ
ン着用や館内放送を実施すること
で、暴力の根絶を広く呼びかけ
た。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進

・ＤＶ・ハラスメント、児童虐待防止法や高齢者虐待防止法、障害者虐待防止法等の趣旨を踏まえ、速やかに必要な支援に結びつけることや、早期の段階から相談できるよう、窓口等の充実を図り、あわせて、より一層積極的な啓発活動を実施します。

取り組み内容

令和４年度

●障がい児を含む「児童」の虐待
防止について11月号広報に掲載
し、啓発を行った。

●高齢者虐待について窓口でパン
フレットを配布した。警察にて虐
待ケースの報告があれば、報告を
もらうよう調整した。

進捗

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

実績

あらゆる虐待やＤＶ・ハラスメントの防止

45-1

●障がい者虐待予防に関する記事を広報紙に掲載する。ホームページに障がい者虐待予防に関する内容を掲載する。

●高齢者虐待の窓口についてパンフレット等で周知する。警察と連携する。

●11月12日から25日に実施される「女性に対する暴力をなくす運動」に合わせ、女性に対する暴力をなくしていこ

うという意思表示である「パープルリボン」の作成・配布を案内する広報記事を掲載する。
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子育て総合支援課 Ｃ

学校支援室 Ａ

子育て総合支援課
学校支援課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

こ
ど
も
課

●関係機関との連携により
早期の発見、見守りを実施
する。相談については、随
時対応する。

学
校
支
援
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

子
育
て
総
合

支
援
課

●各保育施設等との連携を充
実させ、早期発見に努めてい
る。

●各保育施設等との連携を充
実させ、早期発見に努めてい
る。
●講演等については、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止
のため中止した。

●各保育施設等との情報共
有・連携を充実させ、児童虐
待等の早期発見に努めた。
●講演等については、新型コ
ロナウイルス感染症拡大のた
め実施できなかった。

●未定

学
校
支
援
室

●関係機関と連携し、要支援
者への支援を実施した。ま
た、教職員に対し、相談窓口
等の情報について周知した。

●関係機関と連携し、要支援
者への支援を実施した。ま
た、教職員へは、相談窓口等
の情報を周知した。

●関係機関と連携し、要支援
者への支援を実施した。ま
た、教職員へは、相談窓口等
の情報を周知した。

●未定

・ＤＶ・ハラスメント、児童虐待防止法や高齢者虐待防止法、障害者虐待防止法等の趣旨を踏まえ、速やかに必要な支援に結びつけることや、早期の段階から相談できるよう、窓口等の充実を図り、あわせて、より一層積極的な啓発活動を実施します。

取り組み内容

令和４年度

令和４年度
●各保育施設等との情報共有・連
携を充実させ、児童虐待等の早期
発見に努めた。
●講演等については、新型コロナ
ウイルス感染症拡大のため実施で
きなかった。

具体的な内容

実績

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進
あらゆる虐待やＤＶ・ハラスメントの防止

45-2

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み

●関係機関と連携し、要支援者へ
の支援を実施した。また、教職員
へは、相談窓口等の情報を周知し
た。

●町内公立幼稚園、保育園、こども園に対し、児童虐待等に関する講演等を

実施し、各園から速やかに必要な支援に結びつける。

●関係機関と連携して要支援者への支援を行っていく。

教職員へ相談窓口等の情報の周知を継続的に行っていく。
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子育て総合支援課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●各種イベントに参加し、
オレンジリボンの配布とと
もに周知を図った。

●新型コロナウイルスの影
響でイベントが中止とな
り、配布できなかった。

●コロナ禍ではあるが、オ
レンジリボンキャンペーン
での啓発活動等実施し、窓
口の周知を図るとともに、
令和4年度に向け、子育て
世代包括支援センターと子
ども家庭総合支援拠点の機
能を一体化した、子育て家
庭総合相談センターの設置
に向け、取り組んだ。

●未定

・近所づきあいや親からの支援もない孤立した育児環境での不安を抱えたケースもみられることから、地域ぐるみの子育てネットワークの環境整備に取り組みます。

令和４年度

令和４年度
●子育て世代包括支援セン
ターと子ども家庭総合支援拠
点の機能を一体化した、子育
て家庭総合相談センターを設
置し、各種窓口やホームペー
ジ、各種イベント等でのチラ
シの配布等により、啓発及び
周知を行った。
●地域子育て支援拠点事業で
の定期的な講習会は、新型コ
ロナウイルス感染症の感染防
止のため実施しなかったが、
保育コンシェルジュが訪問し
関わっていくことにより、子
育て親子相互がつながれる
きっかけづくりに努めた。

進捗 Ａ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進
児童虐待防止の推進

46

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

●相談窓口の周知により早期の相談、通報を促す。

●子育て支援拠点事業を通じ、講演会を開催す

ることで子育てネットワークを

構築する。
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子育て総合支援課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●各種イベントに参加し、
オレンジリボンの配布とと
もに周知を図った。

●各種イベントに参加し、
広陵町総合保健福祉会館入
口や窓口にて、オレンジリ
ボンの配布とともに周知を
図った。
かぐや姫まつり等は中止と
なったため、周知できな
かった。

●新型コロナウイルス禍
で、研修会やかぐや姫まつ
りは中止となったため、こ
こでの啓発活動は実施でき
なかったが、オレンジリボ
ンキャンペーン時、幼稚園
等で啓発物品の配布を行
い、また広陵町総合保健福
祉会館の1階ロビーに2つの
オレンジリボンツリーを設
置し、児童虐待防止の周知
を図った。（啓発活動：2
回）

●未定
令和４年度

●かぐや姫まつりでは、児童
虐待防止のブースを開設し、
啓発物品の配布等啓発活動を
行った。
●児童虐待防止月間には、保
育所等へ啓発物品の配布を行
うとともに、町内の保育所等
の児童に作成してもらったオ
レンジリボンをツリーに飾っ
たオレンジリボンツリーを、
広陵町総合保健福祉会館の1
階ロビーと図書館に設置し、
児童虐待防止の啓発を図っ
た。
また、町民向けに児童虐待防
止をテーマにした映画の上映
も行い、児童虐待防止への意
識の強化を図った。（啓発活
動：４回）

進捗 Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進
児童虐待防止の推進
・児童虐待の通告や相談ができる、「児童相談所全国共通ダイヤル」の周知に努めます。

令和４年度

47

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

●子育てパンフレットの配布、各種イベントでの啓発に努める。
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介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●民生委員・児童委員との
連携体制の強化を図る。

●老人クラブとの連携体制
の強化を図る。

●各関係機関と連携体制の強
化を図る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●虐待ケース発生時には、
課内で連携しながら対応を
行った。

●虐待ケース発生時には、
課内で連携しながら対応を
行った。

●老人クラブがコロナウイ
ルス蔓延防止のため、活動
を休止されており、連携は
出来なかった。虐待ケース
発生時には、連携しながら
対応を行った。

●未定
令和４年度

●虐待ケース発生時には、課
内で連携しながら対応を行っ
た。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進
高齢者虐待防止の推進
・高齢者虐待防止に向けた住民への啓発を行うとともに、介護事業所など各種団体と連携を強化し、高齢者への戸別訪問、近隣住民や民生委員・児童委員等からの情報収集等により、高齢者虐待の早期発見、早期対応をするための体制の充実強化を図ります。

令和４年度

●各関係機関と連携体制の強
化を図る。

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

実績

進捗 Ｃ
48

●高齢者虐待マニュアルに沿った対応を実施する。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●民生委員・児童委員に事
例を用いた研修を実施す
る。

●地域福祉委員やボラン
ティア団体に研修を実施す
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●具体的な実施方針等につ
いて、今後検討する。

●民生委員児童委員協議会
に対し、県の出前授業を活
用し、障がい者虐待をテー
マとした研修を行った。

●研修会の開催は行わな
かったが、個別事案につい
ては虐待の情報提供があれ
ば速やかに調査を行い、実
態の把握に努め、県の担当
課にも逐一報告を行った。

●未定
令和４年度

●虐待に関する研修会に職員
が参加するとともに、それを
疑う通報等があれば速やかに
調査を行い、県の担当者とも
相談しながら対応した。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進
障がい者虐待防止の推進
・家庭内や職場、施設における障がい者に対する虐待防止のため、関係機関職員との連携を深めるとともに、相談・連絡があった場合は迅速な対応を図ります。

令和４年度

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

担当課

進捗 Ｂ
49

●必要に応じて研修会を実施する。
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社会福祉課 Ａ

介護福祉課 Ｂ

社会福祉課
介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●広報紙、ホームページに
制度を周知する記事を掲載
する。

●パンフレットで制度を周
知する。

●民生・児童委員の研修会
にて「成年後見制度」を
テーマとした講演会を開催
する。

介
護
福
祉
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●窓口や電話相談等、個々
の相談に対応し、制度の説
明を行っているが、広く周
知することはなかった。

●成年後見人を必要とする
方に対しては、個別に対応
し、説明を行っているが、
パンフレットの作成には至
らなかった。

●民生・児童委員の研修会
にて「成年後見制度」につ
いてのテーマで勉強会を
行った。

●未定

介
護
福
祉
課

●成年後見制度についてパ
ンフレットを配布し、窓口
で周知を行った。窓口相談
時は、制度について説明を
行った。市町村申し立てに
ついては対象者がなく、０
件であった。

●成年後見制度についてパ
ンフレットを配布し、窓口
で周知を行った。窓口相談
時は、制度について説明を
行った。市町村申し立てに
ついては、１件であった。

●成年後見制度についてパ
ンフレットを配布し、窓口
で周知を行った。。窓口相
談時は、制度について説明
を行った。またエンディン
グノート書き方講座時にも
必要性は説明した。市町村
申し立てについては、1件
であった。

●未定

・広報紙、ホームページ、パンフレットの配布等を通じて、成年後見制度の周知と利用促進を図ります。

取り組み内容

令和４年度

実績

令和４年度
●施設入所で保護者等が不在
の方を中心に成年後見制度の
利用について促したが、申請
を希望される方がいなかっ
た。

●成年後見制度についてパン
フレットを配布し、窓口で周
知を行った。。窓口相談時
は、制度について説明を行っ
た。市町村申し立てについて
は、2件手続きを行ってい
る。

具体的な内容

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進
成年後見制度の周知

50

基本目標
主要施策
町の取り組み

担当課

●成年後見制度の周知を行うと共に、

必要な方に対し、市町村長申し立て等、

適切に実施する。

●成年後見制度の周知を行うと共に、必要な方に対し、

市町村長申し立て等、適切に実施する。
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社会福祉課 Ｄ

介護福祉課 Ｃ

社会福祉課
介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

介
護
福
祉
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●県等が実施する、市民後
見人等に関する講習会が実
施されなかった。

●県等が実施する、市民後
見人等に関する講習会が実
施されなかった。

●県等が実施する、市民後
見人等に関する講習会が実
施されなかった。

●未定

介
護
福
祉
課

●専門職が対応する場合が
多く、また情報が少ないた
め、周知に至っていない。

●専門職が対応する場合が
多く、また情報が少ないた
め、周知に至っていない。

●専門職が対処する場合が
多く、また情報が少ないた
め、周知に至っていない。

●未定

町の取り組み
具体的な内容

担当課

実績

令和４年度
●県等が実施する、市民後見
人等に関する講習会が実施さ
れなかった。

●専門職が対処する場合が多
く、また情報が少ないため、
周知に至っていない。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
５　権利擁護の推進
成年後見制度の周知
・市民後見人・法人後見人など利用に関する体制の整備に努めます。

取り組み内容

令和４年度

進捗

51

基本目標
主要施策

●市民後見人や法人後見人に関する講習等を周知する。

●町内の市民後見人や法人後見事業所を把握し、窓口案内を行う。

●情報を把握・周知啓発を行う。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●困窮状況に応じ、適正な
関係機関と連携する。ま
た、事例によっては関係者
会議を開く等個々に対応す
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●必要に応じて、中和福祉
事務所や民生委員・児童委
員または関係部署と情報共
有を行った。

●必要に応じて、中和福祉
事務所やサポートセンター
等、関係部署と情報共有を
行った。

●必要に応じて、中和福祉
事務所やサポートセンター
等、関係部署と情報共有を
行った。（令和3年度中、3
名を社会福祉協議会、自立
サポートセンターに繋ぎ連
携を図った。）

●未定
令和４年度

●必要に応じて、中和福
祉事務所やサポートセンター
等、関係部署と情報共有を
行った。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応
生活困窮者への対応
・生活困窮者に対し、奈良県中和福祉事務所、奈良県中和・吉野生活自立サポートセンターや民生委員・児童委員などと連携し、健康で文化的な生活を送るための社会保障として、生活保護の適正受給を促進します。

令和４年度

進捗 Ｂ
52

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

●生活保護の受給有無に関わらず、困難事例や状況の改善が

見られない事例等を対象にしたケース会議を行う。

●支援につながっていない対象者の掘り起こし方法について、地域の関

係団体等と協議し、実施する。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●各種制度の案内を作成す
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●社会福祉協議会が設置す
る総合相談窓口で相談を受
けることとし、総合相談窓
口の広報周知が実施した。

●制度の整理を行ったもの
の、案内文書の作成には至
らなかった。

令和４年度

実績

●社会福祉協議会と連携
し、相談者の実態に合わせ
た支援を行うことができ
た。

●生活困窮に関する相談に
対し、生活福祉資金の貸付
や就労支援など、随時社会
福祉協議会と連携し、相談
者の実態に合わせた支援に
つなげることができた。

●未定●生活困窮に関する相談
に対し、生活福祉資金の貸付
や就労支援など、随時社会福
祉協議会と連携し、相談者の
実態に合わせた支援につなげ
ることができた。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応
生活困窮者への対応
・きめ細かな相談対応や関係機関が行っている生活福祉資金貸付、就学援助などによる経済的支援、就労支援、住宅確保支援等の利用促進等により、生活困窮者の自立を促進します。

令和４年度

進捗 Ａ
53

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

●生活困窮者に関

する相談窓口の広

報周知を行う。

●社会福祉協議会と連携し、生活福祉資金滞納者や対象外となった者を生活困窮者支援に結びつける。
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こども課 Ｂ

学校支援課 Ａ

社会福祉課 Ｂ

こども課
学校支援課
社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●各幼稚園及び保育園等各
関係機関と連携し、対象者
の把握、ニーズの検討す
る。

学
校
支
援
室

社
会
福
祉
課

●対象となる保護者を抽出
して、世帯の状況把握を行
い、支援内容を検討する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●対象の把握について検討
が必要。

●ひとり親世帯の保護者に
就労支援情報や経済的支援
（貸付事業）情報を提供し
ている。臨時給付金の案内
を送付した。

●引き続きひとり親世帯の
保護者に就労支援情報や経
済的支援（貸付事業）情報
を提供している。臨時給付
金も支給した。

●未定

学
校
支
援
室

●次年度就学予定の家庭及
び全児童生徒に通知文書を
配布すると共にホームペー
ジでも周知した。

●次年度就学予定の家庭及
び全児童生徒に通知文書を
配布すると共にホームペー
ジでも周知した。

●次年度就学予定の家庭及
び全児童生徒に通知文書を
配布すると共にホームペー
ジでも周知した。

●未定

社
会
福
祉
課

●対象者の抽出は実施でき
なかったが、相談等があれ
ば、その都度関係機関と連
携し、支援を実施した。

●相談等があれば、その都
度関係機関と連携し、支援
を実施した。

●相談等があれば、その都
度関係機関と連携し、支援
を実施した。

●未定

実績

令和４年度

●引き続きひとり親世帯の保
護者に就労支援情報や経済的
支援（貸付事業）情報を提供
している。臨時給付金も支給
した。

●次年度就学予定の家庭及び
全児童生徒に通知文書を配布
すると共にホームページでも
周知した。

●関係機関、関係部署とは相
談ごとに連携し、情報共有を
しながら支援を行った。

こ
ど
も
課

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応

・県や関係機関と情報共有しながら、子どもに届く保育・教育支援、生活支援、保護者に対する就労支援、経済的支援を推進します。

取り組み内容

令和４年度

進捗

子どもの貧困対策
担当課

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

こ
ど
も
課

54

●把握内容、ニーズについて分析する。

●生活困窮状態にある保護者に対し、実情に応じた支援機関へ繋げる。

●就学援助制度の通知文書を毎年全児童生徒に配布すると共にホームページで周知する。

●就学援助制度について関係機関への情報提供を毎年行っていく。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●7月にかつらぎ香芝地区
保護司会の全体集会を広陵
町で開催し、更生保護活動
に関する啓発を行う。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●7月9日に実施し、更正保
護活動に関する啓発を行う
ことができた。

●新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、街頭啓発
運動は中止となり、啓発の
場の創出ができなかった。

●新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、街頭啓発
運動は中止となり、啓発の
場の創出ができなかった。

●未定
令和４年度

●新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、街頭啓発
運動は中止となり、啓発の場
の創出ができなかった。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応
更生保護について
・犯罪や非行を行った人が罪を償い、地域社会において円滑に立ち直ることができるよう、保護司等と連携を図ります。

令和４年度

進捗 Ｄ
55

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容 ●社会を明るくする運動の一環として7月に街頭啓発運動及び関係団体等が参加する集会を開催する等、

更生保護について学ぶ機会を設ける。
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社会福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●対象となる案件が発生し
なかったため、実績はな
かった。

●去年と引き続き、対象と
なる案件が発生しなかった
ため、実績はなかった。

●対象となる案件が発生し
なかったため、実績はな
かった。

●未定
令和４年度

●対象となる案件が発生しな
かったため、実績はなかっ
た。但し、アルコール依存に
ついては対象となる案件が数
件あったため、保健所と連携
しながら受診の支援を行っ
た。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応
更生保護について
・保健行政機関と連携し、薬物依存症に関する相談支援の充実を図るとともに、薬物依存症からの回復に向けた支援を行います。

令和４年度

進捗 Ｄ
56

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

●支援者の状態を保健所と情報共有する。

●保健所と連携し相談対応を行う。必要に応じて生活保護や障がい者手帳取得の支援を行う。

　ー 63 ー



介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●地域包括支援センター周
知のためのパンフレットを
購入し、窓口にて配布した
り、訪問時に持参すること
で周知した。

●新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、イベント
等では配布できなかった
が、窓口や出前講座開催時
に配布することができた。

●パンフレットの配布を訪
問時や窓口、出前講座、ま
たコロナワクチン接種会場
にて配布することができ
た。また、エンディング
ノート書き方講座を実施
し、その際に地域包括支援
センターについても説明し
た。

●未定
令和４年度

●地域包括支援センター周知
のためのパンフレットを、窓
口にて配布したり、訪問時に
持参することで周知した。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応
家族介護者への支援
・本人と家族介護者に対する支援をさらにきめ細やかなものにするため、必要に応じて各担当部署や地域包括支援センターと情報共有を図ります。

令和４年度

進捗 Ａ
57

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容
●地域包括支援センターの周知のためのパンフレットを各関係機関や事業所、団体各種イベント時に配布する。
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介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

参加者420人 参加者450人 新型コロナウイルス感染症
の影響により、認知症カ
フェのように集う場の開催
が積極的に出来ない。代わ
りに認知症相談窓口等で個
別対応を充実させていく。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●町内3事業所にて、認知
症ケアパスを利用した認知
症カフェを周知した。
年32回開催し、延べ667
人もの方に参加いただい
た。

●新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、当初予定
していた開催方法を変更
し、町内2事業所にて訪問
活動等を実施した。
年17回開催し、延べ411
人もの方に参加いただい
た。

＜認知症カフェ＞
●デイサービス大和園広陵
温泉　8回開催　延参加者
数85人
●エリシオン真美ヶ丘
7回開催　延参加者数216
人

＜認知症相談窓口＞
●図書館にて月1回　12回
実施　相談件数　21件（夫
婦を含む）
●物忘れプログラム実施者
16人　普及啓発ブースへの
参加者　135人

●未定

・家族介護者の精神的負担を軽減するため、保護者が交流・情報交換ができるネットワークづくりの支援を進めます。
令和４年度

令和４年度
＜認知症カフェ＞
●デイサービス大和園広陵温
泉　11回開催　延参加者数
138人
●エリシオン真美ヶ丘　　8
回開催　延参加者数198人

＜認知症相談窓口＞
●図書館にて月1回　12回実
施　相談件数　36件　　　●
物忘れプログラム実施者　18
人　普及啓発ブースへの参加
者　62人

進捗 Ａ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応
家族介護者への支援

58

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

●認知症カフェの普及啓発を行う。
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介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●認知症相談窓口を設置す
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●認知症カフェの内容は各
事業所が考えているため、
今年度は、実施されなかっ
た。今後検討いただけるよ
うに説明を行った。

●新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、カフェの
積極的な開催は出来なかっ
たが、開催方法を変更し、
町内2事業所にて訪問活動
等を実施した。年間17回開
催し、延べ411人もの方に
参加いただいた。

●認知症相談窓口の開設は
延期となったが、関係機関
と連携し、次年度から開設
できるよう調整を行った。

＜認知症カフェ＞
●デイサービス大和園広陵
温泉　8回開催　延参加者
数85人
●エリシオン真美ヶ丘　7
回開催　延参加者数216人

＜認知症相談窓口＞
●図書館にて月1回　12回
実施　相談件数　21件（夫
婦を含む）
●物忘れプログラム実施者
16人　普及啓発ブースへの
参加者　135人

●未定

進捗 Ａ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
６　支援が必要な人への対応
家族介護者への支援
・家族が適切な介護方法により安心して在宅介護を継続することで、介護される高齢者本人の在宅生活も継続できるように、家族介護教室等を実施します。

令和４年度

59

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

令和４年度
＜認知症カフェ＞
●デイサービス大和園広陵温
泉　11回開催　延参加者数
138人
●エリシオン真美ヶ丘　　8
回開催　延参加者数198人

＜認知症相談窓口＞
●図書館にて月1回　12回実
施　相談件数　36件　　　●
物忘れプログラム実施者　18
人　普及啓発ブースへの参加
者　62人

●認知症カフェ等を活用し実施する。

●認知症相談窓口を活用する。
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社会福祉課 Ａ

介護福祉課 Ｂ

社会福祉課
介護福祉課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●ホームページに移動支援や
福祉タクシー事業の事業者参
入方法についての記事を掲載
する。

●広報等を通してタクシー券の活
用や移動支援の利用を進める。

●広報等を通してタクシー券
の活用や移動支援の利用を進
める。

介
護
福
祉
課

●現在あるサービスの活
用、地域のニーズを把握す
る。

●介護保険計画策定におけ
るニーズ調査を実施する。

●介護保険計画見直しによ
り、数値目標を見直す。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

社
会
福
祉
課

●対象となる案件がなかっ
たため、実績はなかった。
●移動が困難な障がい者に
対しては、広報等を通して
タクシー券の活用や移動支
援の利用を進めた。

●移動が困難な障がい者に
対しては、広報等を通して
タクシー券の活用や移動支
援の利用を進めた。

●移動が困難な障がい者に
対しては、4月広報にてタ
クシー券の配布について案
内した。また、福祉サービ
スにおける移動支援の利用
を勧めた。

●未定

介
護
福
祉
課

●協議体や介護予防リー
ダー等と連携し、地域の
ニーズ把握が必要であるこ
とを説明した。地域のニー
ズ把握にまでは至っていな
い。

●65歳以上（要介護1～5
の方を除く）の方を対象に
ニーズ調査を実施した。調
査の結果、「在宅生活を続
ける上で、利用したいと考
えるサービスや助け合い」
について、「買い物や病院
などへの車両による送迎」
という声を把握することが
できた。

●受診への移動手段とし
て、自費ではあるが予約な
どが出来る介護タクシーを
紹介した。買い物支援とし
ては移動スーパーについて
情報提供するなど、イン
フォーマルな介護サービス
の利用も情報提供した。

●未定

令和４年度
●移動が困難な障がい者に対
しては、4月広報にてタク
シー券の配布について案内し
た。また、福祉サービスにお
ける移動支援の利用を勧め
た。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
身近な移動手段の確保
・福祉タクシー等の利便性向上やボランティア等支援者の人材確保など、高齢者や障がい者などの交通弱者の移動支援の充実を図ります。

令和４年度

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

●生活支援体制整備事業で地
域のニーズ把握について、検
討を行っている。

取り組み内容

実績

60

進捗

●福祉有償運送への参入に対する相談を受けるとともに申請書類の案内を行う。

●福祉タクシー事業の周知を広報紙で行う。

●ニーズを検討する。
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総合政策課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●住民ニーズに合わせた新
たな運行ルート及びダイヤ
で広陵元気号を運行する。
時刻表の各戸配布を行い、
周知活動や啓発を徹底す
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●平成30年度に策定した広
陵元気号再編実施計画をも
とに、令和元年10月1日か
ら新たな運行形態により運
行している。また、総合時
刻表の全戸配布や広報紙へ
の無料乗車券の添付、広陵
元気塾やSNSでの周知活
動、SNSを活用した利用促
進策を実施した。

●「国保中央病院を拠点と
した地域間アクセス向上事
業」として、４町（広陵
町、三宅町、川西町、田原
本町）及び国保中央病院と
シャトルバスの広域運行に
ついて検討・協議した。令
和３年度に実証運行を行う
予定。

●国保中央病院の無料送迎
バスについて４町広域での
実証運行を実施している
（令和3年10月～令和4年
6月）。実証運行の結果に
より、今後の無料送迎バス
運行のあり方を検討する。
●広陵町の地域公共交通の
マスタープランとなる「広
陵町地域公共交通計画」を
３月に策定し、既存の公共
交通の維持・確保に加え、
多様な移動手段との連携を
図り、めざすべき将来像で
ある「～笑顔で出かけられ
るまち～」の実現をめざ
す。

●未定

主要施策
町の取り組み

担当課

進捗 Ａ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
身近な移動手段の確保

61

具体的な内容

基本目標

令和４年度
●国保中央病院の無料送迎バ
スについて４町広域での実証
運行の結果、田原本町以外の
利用が見込めなかったため、
他町は独自に病院までのアク
セス確保を検討することと
なった。
●広陵町の地域公共交通のマ
スタープランとなる「広陵町
地域公共交通計画」に基づ
き、公共交通の具体的な運行
方法検討のため、住民ワーク
ショップ、交通事業者ヒアリ
ング及び広陵町版地域公共交
通MaaS構築に向けた事業者
サウンディング調査を実施
し、令和5年度からの運行再
編内容を検討した。

・路線バスと広陵元気号を一体的にとらえて、住民ニーズにあった運行ルートを構築し、総合的な公共交通ネットワークの形成を進めます。
令和４年度

実績

取り組み内容

●内容の周知活動や啓発を徹底する。

●公共交通の広域運行の調査及び検討を進める。

●南部支線の一部改変を行い、より利便性の

高い元気号の運行を検討、実施する。

●令和４年３月を目途に、地域公共交通を策定し、

さまざまなステークホルダーを活用した新公共交

通施策を検討する。
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総合政策課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●近鉄箸尾駅改札口前のス
ロープ表示の実施及び新設
バス停の一部車歩道境界ブ
ロックの撤去を実施する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●歩行者通行の安全性向上
を目的として、箸尾駅改札
前のスロープに路面標示を
施工した。

●バリアフリー化は実施で
きなかったが、あらゆる方
が利用しやすいよう、
PayPayの導入、バスロ
ケーションシステム（モニ
ター画面により元気号の位
置情報を把握するシステ
ム）の導入等を進めた。

●バリアフリー化の促進の
ためのハード事業は実施し
ていないが、ソフト事業と
して、障がい者の方がより
便利に広陵元気号を利用で
きるよう、障がい者手帳ア
プリ「ミライロID」を導入
した。
　その他、スマートフォン
決済（PayPay,LINE Pay）
及びバスロケーションシス
テムの運用を引き続き行っ
た。

●未定
令和４年度

●バリアフリー化の促進のた
めの駅周辺施設等のハード事
業は実施していないが、ソフ
ト事業として、障がい者の方
がより便利に広陵元気号を利
用できるよう、障がい者手帳
アプリ「ミライロID」、ス
マートフォン決済
（PayPay,LINE Pay）及びバ
スロケーションシステムの運
用を引き続き行った。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
公共交通機関のバリアフリー化の促進
・奈良県地域交通改善協議会等と連携し、近鉄箸尾駅をはじめ、駅やバス停標柱案内板、コミュニティバスが乗り入れている駅舎等のバリアフリー化を推進します。

令和４年度

進捗 Ｂ
62

主要施策

具体的な内容

担当課

取り組み内容

実績

基本目標

町の取り組み

●奈良県地域交通改善協議会と連携するとともに、

事業者への働きかけを行うことでバリアフリー化を推進する。

●今後、バリアフリー化の検討を行い、広陵元気号利用者の利便性を向上させる。
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都市整備課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●総合的な福祉のまちづく
りを推進するため啓発活動
に努めた。

●公共施設の改修にあた
り、条例に規定の事項（寸
法、勾配など）を遵守する
よう努めた。

●公共施設の改修にあた
り、条例に規定の事項（寸
法、勾配など）を遵守する
よう努めた。

●未定

進捗 Ａ
63

令和４年度
●公共施設の改修にあたり、
条例に規定の事項（寸法、勾
配など）を遵守するよう努め
た。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくり
・奈良県住みよい福祉のまちづくり条例の趣旨に基づき総合的な福祉のまちづくりを推進します。

令和４年度
具体的な内容

取り組み内容

基本目標
主要施策
町の取り組み

担当課

●奈良県住みよい福祉のまちづくり条例の趣旨に基づき、総合的な福祉の

まちづくりを念頭に置きながら、まちづくりを推進する。
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都市整備課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●設計、工事（１か所）を
実施する。

●前年度の設計箇所の工事
を実施する。

工事（１か所）を実施す
る。

整備内容を検討する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●西谷公園の遊具・管理棟
等の設計を実施した。

●前年度の設計に基づき、
西谷公園の造成工事を実施
した。
公園内の段差解消や点字ブ
ロック設置を行った。オス
トメイト対応トイレを設置
した。

●竹取公園トイレ改修工事
（第１期）を行い、身障者
対応トイレを設置した。

●未定
令和４年度

●竹取公園および見立山公園
のトイレ改修において、多目
的トイレを増設する設計とし
た。
●西谷公園の管理事務所の改
修工事において、バリアフ
リーに配慮したアプローチや
多目的トイレの設置を行っ
た。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくり
・道路・公園施設の新設、改修の際には、利用しやすいユニバーサルデザインの視点に立った整備を図ります。

令和４年度
整備箇所を検討する。

進捗 Ａ
64

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容
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都市整備課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●工事（１路線）を実施す
る。

●必要路線の選定に努め
る。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●必要路線の選定ができて
いないため、実施箇所は無
かった。

●必要路線の選定ができて
いないため、実施箇所は無
かった。

●馬見南1丁目の交差点部
において、安全対策を行っ
た上で、植栽帯を撤去し、
歩行空間を拡げる工事を
行った。

●未定
令和４年度

●必要路線の選定ができてい
ないため、実施箇所は無かっ
た。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくり
・安心して利用できる歩行空間の創出を図るため、車いすが交差できる幅の広い歩道の整備や歩道の段差解消に努めます。

令和４年度

進捗 Ａ
65

基本目標
主要施策

具体的な内容
町の取り組み

担当課

取り組み内容
●工事（１路線）を実施する。
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都市整備課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●ユニバーサルデザインの
整備についての基本構想や
条例制定等が未策定であ
り、整備箇所が選定できて
いないため、実施箇所は無
かった。

●ユニバーサルデザインの
整備についての基本構想や
条例制定等が未策定であ
り、整備箇所が選定できて
いないため、実施箇所は無
かった。

●ユニバーサルデザインの
整備についての基本構想や
条例制定等が未策定であ
り、整備箇所が選定できて
いないため、実施箇所は無
かった。

●未定
令和４年度

●ユニバーサルデザインの整
備についての基本構想や条例
制定等が未策定であり、整備
箇所が選定できていないた
め、実施箇所は無かった。

実績

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくり
・視覚障がい者誘導用ブロックや音声信号の設置等の整備に努めます。

令和４年度

進捗 Ｄ
66

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

担当課

●誘導ブロック等の整備について関係各課と

協議しながら整備するように努める。
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安全安心課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●交通安全母の会や学校と
連携し、中学生以下の子ど
もを対象に交通安全教室や
街頭啓発を定期的に実施す
る。また、かぐや姫祭りで
交通安全に関する啓発を行
う。

●福祉施設や老人クラブ等
と連携し、高齢者向けにも
交通安全教室実施を検討す
る。

●社会情勢を鑑みながら、
民間の力を借りて交通安全
教室を行う。

●社会情勢を鑑みながら、民
間の力を借りて交通安全教室
を行う。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●町内の２中学校に対する
自転車の乗り方等の交通安
全教室を実施した。
かぐや姫まつりにおいて
は、安協・母の会・香芝署
と連携して啓発活動を実施
した。

●新型コロナウイルス感染
拡大予防のため、交通教室
が一部中止となった。特に
高齢者が感染した場合、重
篤になる可能性が高いた
め、高齢者対象の交通安全
教室は行わなかった。

●新型コロナウイルス感染
拡大予防のため、交通教室
が一部中止となった。特に
高齢者が感染した場合、重
篤になる可能性が高いた
め、高齢者対象の交通安全
教室は行わなかった。

●未定
令和４年度

●新型コロナウイルス感染拡
大予防のため、交通教室が一
部中止となった。
●各種関係機関と連携して、
かぐや姫まつり、町内大型店
舗、交差点で啓発活動を行
い、幅広い年齢層に交通安全
を訴えた。

実績

●社会情勢を鑑みながら、民
間の力を借りて交通安全教室
を行う。

進捗 Ｂ
67

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

担当課

取り組み内容

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
交通安全対策の強化
・関係機関・団体との連携のもと、各年齢層に応じた効果的な交通安全教育や啓発活動を推進し、住民の交通安全意識の一層の高揚を図ります。

令和４年度

●交通安全教室の

内容を見直し、改

善を検討する。
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安全安心課 Ａ

都市整備課 Ａ

教育総務課 Ａ

安全安心課
都市整備課
教育総務課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

安
全
安
心
課

都
市
整
備
課

教
育
総
務
課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
安
全
安
心
課

●関係課と共に合同点検を
実施した。

●新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、合同点検は中止となっ
たが、各所管毎に点検を実施し
た。

●各種関係機関・関係課と
共に合同点検を実施した。

●未定

都
市
整
備
課

●交差点の安全対策工事４
件、転落防止柵の設置２件
等を実施した。

●交差点の安全対策工事４
件、転落防止柵の設置２件
等を実施した。

●交差点の安全対策工事1
件、転落防止柵の設置2件
等を実施した。

●未定

教
育
総
務
課

●関係機関と通学路の危険
箇所の安全点検を実施し
た。

●関係機関と通学路の危険
箇所の確認を実施した。

●関係機関及び関係課と通
学路等の危険箇所につい
て、確認を実施した。

●未定

実績

令和４年度
●各種関係機関・関係課と共
に合同点検を実施した。

●合同点検の結果の基づき、
区画線の引き直し工事、路側
帯の着色工事等を実施した。

●関係機関及び関係課と通学
路等の危険箇所について、確
認を実施し、各関係者におい
て対策を講じた。

進捗

・危険箇所の点検・調査を行いながら、安全な道路環境の整備を実施します。

取り組み内容

令和４年度

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

交通安全対策の強化
担当課

68

●警察、学校（各小中学校）、PTA、関係課担当者による通学路合同点検の実施を行う。

●日常点検や通学路点検等関係課と連携しながら危険箇所等の改修を実施する。

●毎年危険箇所の点検を行う。
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安全安心課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●地区別パトロールや青色
パトロールの時間帯、巡回
日数の見直しを検討する。

●月1回の地区別パトロー
ルを行う。青色パトロール
は現場立会や確認の往復に
行う。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●地域推進広陵分会員と共
に毎月１回地区別パトロー
ルを実施すると共に、週３
回課員２人で青色パトロー
ルを実施した。地域からの
要望に基づき、防犯灯の設
置を行った。

●地域推進広陵分会員と共
に毎月１回、地区別パト
ロールを実施すると共に、
週３回課員２人で青色パト
ロールを実施した。地域か
らの要望に基づき、防犯灯
の設置を行った。

●地域推進広陵分会員と共
に毎月1回、地区別パト
ロールを実施した。青色パ
トロールは現場立会や確認
の往復に実施した。地域か
らの要望に基づき、防犯灯
の設置を行った。

●未定

●月1回の地区別パトロール
を行う。定期的に青色パト
ロールを実施する。

担当課

町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

実績

令和４年度

基本目標
主要施策

Ｂ
69

令和４年度
●地域推進広陵分会員と共に
毎月１回、地区別パトロール
を実施した。青色パトロール
は現場立会や確認の往復に実
施した。地域からの要望に基
づき、防犯灯の設置を行っ
た。

進捗

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
地域での防犯活動の促進、消費者対策の推進
・パトロールの実施をはじめ、防犯灯の設置、広域的なこども安全メールの活用促進など、地域ぐるみの安全環境づくりを進めます。

●関係機関と連携し、地区別パトロールや青色パトロールを定期的に実施する。また夜間において

防犯上危険な箇所については地域と連携し、防犯灯設置を検討する。
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安全安心課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●ホームページへ掲載や学
校、地域を通じて、「子ど
も１１０番の家」の協力者
の呼びかけを行う。

●アンケート結果を取りま
とめ、登録等整理・子ども
１１０番の家の旗の回収・
交換等の対応を行う。ま
た、事業概要をホームペー
ジ等で周知し、普及促進に
努める。

●事業概要を町内の小学生
に対し、交通安全新聞で周
知する。
今後の新規登録者方法につ
いて検討する。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●子ども１１０番の家の新
規の登録を行う前に、現在
の登録者約８７０件に対し
て現状確認、今後の継続に
ついてのアンケートを行っ
た。

●アンケート結果を取りま
とめ、登録等整理・子ども
１１０番の家の旗の回収・
交換等の対応を行った。

●令和2年度にて、整理し
た登録者数を維持しつつ、
古い旗の交換等の対応を
行った。

●未定

70

基本目標
主要施策
町の取り組み

担当課

令和４年度
・犯罪からの児童の緊急避難の場として、住民と連携し、「子ども１１０番の家」の充実を図ります。

令和４年度
●令和2年度にて、整理した
登録者数を維持しつつ、古い
旗の交換等の対応を行った。

具体的な内容

取り組み内容

実績

Ｂ

２　安心して暮らせる仕組みをつくる

進捗

７　安全な移動手段・生活の確保
地域での防犯活動の促進、消費者対策の推進

●「子ども１１０番の家」の充実を図る。町内

事業所に協力を仰ぎ、子ども110番の事業者の

新設を図る。
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安全安心課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

●防犯カメラの設置場所を
検討する。

●防犯電話の補助につい
て、関係機関と協議を行
う。

●防犯電話購入費の補助事業
を実施する。地元設置の防犯
カメラ新設事業への補助金交
付を行う。

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●地域推進広陵分会員等と
共に地区別パトロール及び
商業施設等において詐欺防
止啓発活動を実施した。

●香芝防犯協議会（香芝警
察署内）主催の防犯電話の
購入費助成事業実施に協力
した。

●未定

●通学路に防犯カメラを２
台設置した。

●地元設置の防犯カメラ新
設事業への補助金交付を
行った。

●未定

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
地域での防犯活動の促進、消費者対策の推進
・関係機関、家庭、学校、企業等の連携強化を図り、地域全体で犯罪を未然に防ぐ体制づくりに努めます。

令和４年度

●本町の事業として、防犯電
話購入費の補助事業を実施す
る。

進捗 Ｂ

令和４年度
●本町の事業として、防犯電
話購入費の補助事業を実施し
た。

●地元設置の防犯カメラ新設
事業への補助金交付を行っ
た。

実績

●地域推進広陵分会員等と
共に地区別パトロール及び
商業施設等において詐欺防
止啓発活動実施した（新型
コロナウイルス感染症対策
として一部中止）。

71

担当課
基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容

●地域見守りボランティア等による見守り活動を行う。

犯罪を未然に防ぐため、学校や地域と連携し防犯カメラの設置を行う。

　ー 78 ー



安全安心課

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度
●相談窓口の開設、ＰＲ
グッズの作製、広報紙での
掲載を実施した。

●相談窓口の開設、ＰＲ
グッズの作製、広報紙での
掲載を実施した。

●相談窓口の開設、PRグッ
ズの作製、広報紙での掲載
を実施した。

●未定

実績

担当課

令和４年度
●相談窓口の開設、PRグッズ
の作製、広報紙での掲載を実
施した。

２　安心して暮らせる仕組みをつくる
７　安全な移動手段・生活の確保
地域での防犯活動の促進、消費者対策の推進
・悪質商法等被害の未然防止と発生後の適切な対応のため、県消費生活センター等関係機関と連携し、情報提供と相談体制の充実を図ります。

令和４年度

進捗 Ａ
72

基本目標
主要施策
町の取り組み
具体的な内容

取り組み内容 ●香芝市と連携した相談窓口の開設及びＰＲグッズの作製。毎月広報紙での関連記事の掲載。また、相談員が講師になり、被

害に合いやすい高齢者等を対象に被害件数の多い事例をもとに講習会の開催を計画する。
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